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夢をつかめ
新成人

特集  徳島駅伝 躍進 阿南市が３位！
特集  被爆ピアノコンサート in 阿南



徳
島
県
知
事
表
彰

▼
竹
内
啓
二
（
富
岡
分
団
）
▼
柴

田
人
誌
（
中
野
島
分
団
）
▼
西
條

誠
人
（
宝
田
分
団
）
▼
米
田　

徹
・
石
川　

稔
（
以
上
長
生
分

団
）
▼
平
野
正
晃
・
松
浦
浩
二

（
以
上
大
野
分
団
）
▼
森
野
喜
代

重
・
日
下
賢
一
（
以
上
加
茂
谷
分

団
）
▼
横
手
忠
彦
（
見
能
林
分

団
）
▼
甘
利　

浩
・
楠
本　

博

（
以
上
橘
分
団
）
▼
横
田
秀
信

（
桑
野
分
団
）
▼
尺
長
祐
次
（
新

野
分
団
）
▼
原　

嘉
彦
（
福
井
分

団
）
▼
井
原
英
樹
・
渡
川
圭
介

（
以
上
那
賀
川
分
団
）
▼
湯
浅
隆

浩
・
竹
治
裕
彦
（
以
上
羽
ノ
浦
分

団
）
▼
山
本
博
哉
（
消
防
本
部
）

徳
島
県
消
防
協
会
長
表
彰

（
功
績
章
）

▼
山
内
浩
三
・
佐
野
大
造
（
以
上

富
岡
分
団
）
▼
中
西
英
樹
（
中
野

島
分
団
）
▼
西
條
誠
人
（
宝
田
分

団
）
▼
石
川　

稔
（
長
生
分
団
）

▼
片
桐　

明
・
小
谷
泉
司
（
以
上

大
野
分
団
）
▼
谷　

光
二
（
加
茂

谷
分
団
）
▼
早
苗　

孝
（
見
能
林

分
団
）
▼
甘
利　

浩
・
楠
本　

博

（
以
上
橘
分
団
）
▼
南　

裕
二

（
桑
野
分
団
）
▼
折
野
敏
彦
（
新

野
分
団
）
▼
松
本
光
弘
（
福
井
分

団
）
▼
西
内　

弘
（
椿
分
団
）
▼

前
田
久
夫
（
那
賀
川
分
団
）
▼
湯

浅
隆
浩
（
羽
ノ
浦
分
団
）

（
精
績
章
）

▼
堺　

利
彦
・
表
原　

浩
・
篠
原

健
二
郎
（
以
上
富
岡
分
団
）
▼
山

本
久
和
・
棚
野
哲
二
・
立
田
美
千

雄
（
以
上
中
野
島
分
団
）
▼
米
田

章
法
（
宝
田
分
団
）
▼
谷
上
良
二

・
浅
野
卓
也
・
岡
久
正
樹
（
以
上

長
生
分
団
）
▼
松
浦
浩
二
・
村
橋

哲
次
・
原
田
高
志
（
以
上
大
野
分

団
）
▼
久
保
喜
史
・
恵
来
憲
一

（
以
上
加
茂
谷
分
団
）
▼
佐
野
博

敏
・
川
崎
義
行
（
以
上
見
能
林
分

団
）
▼
嶋
尾
晃
一
（
橘
分
団
）
▼

横
田
秀
信
・
佐
野
英
昭
・
遠
藤
裕

美
（
以
上
桑
野
分
団
）
▼
岡
川
雄

洋
・
森　

勝
治
・
富
田
一
行
（
以

上
新
野
分
団
）
▼
野
村
俊
之
（
福

井
分
団
）
▼
阿
利
英
樹
（
椿
分

団
）
▼
坪
井
威
程
・
西
野
和
弘
・

村
上
浩
之
（
以
上
那
賀
川
分
団
）

▼
湯
浅
隆
浩
・
岩
﨑
道
範
・
田
村

可
雄
（
以
上
羽
ノ
浦
分
団
）

阿
南
市
消
防
長
表
彰

▼
坂
東
康
則
・
福
永
寛
樹
・
篠
原

一
雄
・
谷
口
信
光
・
髙
原
城
聖
・

矢
野
高
洋
・
湯
浅
圭
司
（
以
上
富

岡
分
団
）
▼
田
上
俊
夫
（
中
野
島

分
団
）
▼
小
倉　

誠
・
安
田
貴

志
・
近
藤
直
樹
（
以
上
長
生
分

団
）
▼
遠
藤
和
範
・
近
藤
昌
典
・

澤
本
勝
彦
（
以
上
大
野
分
団
）
▼

佐
々
博
凡
・
岡
田
浩
一
・
湯
浅
孝

也
・
三
㓛
泰
史
・
中
西
遠
吉
（
以

上
加
茂
谷
分
団
）
▼
奥
村
啓
時
・

南
本
順
治
・
浅
野
康
寛
・
米
田
光

芳
・
林　

宏
樹
・
青
木
孝
憲
（
以

上
見
能
林
分
団
）
▼
嶋
尾
晃
一
・

松
下
浩
徳
（
以
上
橘
分
団
）
▼
岸

耕
司
・
江
本
憲
市
（
以
上
桑
野
分

団
）
▼
久
米
宏
典
・
前
川
文
明

（
以
上
新
野
分
団
）
▼
日
下
将
作
・

土
井
真
琴
・
三
好
克
治
・
大
村
俊

宏
・
一
ノ
宮
義
雄
・
高
鶴
悦
且
・

井
坂　

誠
・
春
木
大
助
・
比
松
浩

二
・
黒
川
正
人
・
黒
川
容
礼
・
古

内
大
生
・
青
木
健
二
（
以
上
福
井

分
団
）
▼
井
村
吉
臣
・
藤
田　

光
・
今
瀬
直
幸
・
中
川
裕
二
郎

（
以
上
椿
分
団
）
▼
岡
本
充
律

（
那
賀
川
分
団
）
▼
谷　

俊
幸
・

橋
本
文
明
・
天
羽
稔
樹
・
中
木
勝

久
・
北
井
一
馬
・
廣
田
光
紀
・
湯

村
貴
志
（
以
上
羽
ノ
浦
分
団
）

阿
南
市
消
防
団
長
表
彰

▼
森　

友
紀
・
渡
邉
恵
美
・
咲
田

舞
（
以
上
女
性
消
防
班
）
▼
阿
井

進
・
鎌
田
耕
一
郎
・
新
居
慎
司
・

喜
多　

薫
・
中
岡
秀
徳
・
岡　

尚

史
・
岩
浅
亮
彦
・
幸
田　

学
・
福

永
洋
之
・
石
居
佑
斗
（
以
上
富
岡

分
団
）
▼
加
美
修
身
（
中
野
島
分

市
民
の

生
命
と
財
産
を
守
る

消
防
団

　

阿
南
市
消
防
団
は
、
地
域
に
お
け
る
消
防
防
災
の
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
、
平
常
時
・
非
常
時
を
問
わ
ず
そ
の
地
域
に
密
着

し
、
住
民
の
安
心
と
安
全
を
守
る
と
い
う
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
い
ま
す
。
日
頃
の
訓
練
で
培
わ
れ
た
災
害
対
応
力
は
県

下
一
と
も
い
わ
れ
、
市
民
に
と
っ
て
心
強
い
存
在
で
す
。

　

去
る
１
月
10
日
、
夢
ホ
ー
ル
で
阿
南
市
消
防
出
初
式
が
行

わ
れ
、
約
５
０
０
人
の
消
防
団
員
・
消
防
職
員
が
、
地
域
の

安
全
と
安
心
を
守
る
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
長

年
に
わ
た
り
消
防
団
活
動
に
功
績
を
残
さ
れ
た
方
々
に
、
表

彰
状
と
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ま
を

ご
紹
介
し
ま
す
。	

（
敬
称
略
）
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団
）
▼
山
田
哲
也
・
仁
木
弥
一
郎

（
以
上
宝
田
分
団
）
▼
岡
久
敏
弘
・

広
岡
伸
一
・
岡　

圭
一
・
岡
久　

潤
（
以
上
長
生
分
団
）
▼
久
保
英

世
・
森
岡
和
仁
・
藤
田
雅
朗
・
上

地
智
博
・
原
田
大
輔
・
板
敷
沙
玖

馬
・
大
越
陽
介
（
以
上
加
茂
谷
分

団
）
▼
長
尾
紘
明
・
大
東
伸
一
・

横
手
浩
央
（
以
上
見
能
林
分
団
）

▼
入
江
誠
二
（
橘
分
団
）
▼
杉
原

雅
史
・
福
嶋
孝
志
・
横
田
寛
樹

（
以
上
桑
野
分
団
）
▼
東
條
晋
士
・

青
木
浩
二
・
上
村
真
徳
・
東
村
成

教
（
以
上
新
野
分
団
）
▼
富
野
篤

史
・
是
松
和
美
・
是
松
大
輝
・
髙

鶴
憲
司
・
廣
浦
雅
俊
（
以
上
福
井

分
団
）
▼
長
尾
哲
司
・
井
村
弘

樹
・
尾
﨑
裕
介
（
以
上
椿
分
団
）

▼
竹
田
愛
斗
・
大
城
健
作
・
陶
木

信
昭
（
以
上
那
賀
川
分
団
）
▼
数

藤
祐
介
・
数
藤
智
一
・
中
田
敏

夫
・
西
野　

光
・
赤
瀬
裕
作
（
以

上
羽
ノ
浦
分
団
）

徳
島
県
消
防
協
会
長
感
謝
状

（
内
助
功
績
）

▼
矢
野
友
美
（
富
岡
分
団
）
▼
立

田
佳
代
子
（
中
野
島
分
団
）
▼
鎌

田
隆
子
・
田
村
江
美
（
以
上
宝
田

分
団
）
▼
野
口
佐
智
子
・
石
川
沙

奈
美
（
以
上
長
生
分
団
）
▼
小
谷

昌
美
・
井
口
直
美
・
長
池
幸
子

（
以
上
大
野
分
団
）
▼
山
本
美
紀
・

吉
川
尚
美
・
久
保
ヌ
イ
コ
・
阿
竹

夫
貴
子
・
佐
竹
ヤ
ス
ノ
・
岩
佐
美

保
（
以
上
加
茂
谷
分
団
）
▼
加
藤

昭
子
（
見
能
林
分
団
）
▼
甘
利
美

紀
子
・
福
田
好
子
・
樫
詰
博
美
・

谷　

斉
美
（
以
上
橘
分
団
）
▼
井

坂
初
美
（
桑
野
分
団
）
▼
笠
井
清

美
・
折
野
美
香
（
以
上
椿
分
団
）

▼
岡
本
隆
実
・
福
野
小
夜
子
（
以

上
羽
ノ
浦
分
団
）

阿
南
市
長
感
謝
状

（
内
助
功
績
）

▼
青
木
カ
ヨ
ノ
・
米
田
ひ
ろ
み
・

嘉
村
美
佐
子
（
以
上
富
岡
分
団
）

▼
山
本
和
代
（
中
野
島
分
団
）
▼

藤
川
尚
子
・
山
本
哲
雄
（
以
上
宝

田
分
団
）
▼
谷　

恵
・
多
田
妙

子
・
澤
田
満
美
・
富
田
美
保
（
以

上
長
生
分
団
）
▼
近
藤
文
代
（
大

野
分
団
）
▼
山
本
裕
美
・
湯
浅
志

保
・
河
井
か
ず
み
・
稲
生
裕
子
・

山
本
優
子
・
江
川
ト
シ
ミ
（
以
上

加
茂
谷
分
団
）
▼
横
手
サ
ト
子
・

粟
飯
原
茂
美
・
長
尾
洋
子
（
以
上

見
能
林
分
団
）
▼
平
山
幸
子
（
桑

野
分
団
）
▼
中
村
柴
国
立
・
畠
山

宏
美
・
西
田
直
美
・
中
野
美
恵
子

（
以
上
新
野
分
団
）
▼
俵
内
紀
子

（
福
井
分
団
）
▼
木
本
悦
子
（
椿

分
団
）
▼
前
田
廣
子
・
岩
佐
純
子

（
以
上
那
賀
川
分
団
）
▼
安
達
利

子
・
丈
池
紀
子
・
福
島
美
佐
子
・

久
米
ま
り
子
（
以
上
羽
ノ
浦
分

団
）

（
早
期
発
見
・
初
期
消
火
協
力
者
）

▼
齊
藤
昭
一
（
椿
泊
町
）

阿
南
警
察
署
長
感
謝
状

（
防
犯
功
労
）

▼
加
茂
谷
分
団
▼
見
能
林
分
団

阿
南
市
消
防
団
長
感
謝
状

（
年
間
無
火
災
）

▼
大
野
分
団
▼
加
茂
谷
分
団

※
１
月
１
日
現
在
の
消
防
団
員
数　

　

１
４
５
６
人

消防団員募集中！
消防団には地域の皆さんの力が必要です。
防災体制の充実・強化にご協力ください。
入団条件
・阿南市内に居住、または勤務している方
・郷土愛に溢れボランティア精神の旺盛な方
・入団時の年齢が18歳以上40歳未満の方で

消防団活動に支障のない方
問い合わせは　警防課（☎22－3796）へ

消防出初式　　市民の生命と財産を守る消防団
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【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
】

▼
中
学
男
子　

榎
谷
瑠
斗
・
青
木

健
太
郎
（
福
井
）
▼
同
女
子　

佐

藤
日
和
・
佐
藤
日
向
（
那
賀
川
）

▼
一
般
男
子　

青
木
英
弥
・
伊
藤

凪
汰
（
高
専
）

【
硬
式
テ
ニ
ス
】

▼
小
学
生　

吉
田
凜
花
（
富
岡
）

▼
同
グ
リ
ー
ン
ボ
ー
ル　

柴
田
真

宙
（
平
島
）
▼
中
学
生　

篠
原
瑠

那
（
阿
南
）
▼
高
校
男
子
オ
ー
プ

ン
ク
ラ
ス　

多
田
魁
登
（
高
専
）

▼
同
ア
ド
バ
ン
ス
ク
ラ
ス　

稲
原

風
也
（
富
岡
西
）
▼
同
女
子　

吉

原
千
尋
（
高
専
）
▼
シ
ン
グ
ル
ス

一
般
男
子　

福
井
優
弥
（
徳
島
大

学
）
▼
同
50
歳
以
上　

横
手　

勲

（
シ
オ
ン
）
▼
同
60
歳
以
上　

古

津
和
廣
（
天
羽
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
▼

同
40
歳
以
上
女
子　

天
羽
佐
知
子

（
シ
オ
ン
）
▼
ダ
ブ
ル
ス
一
般
男

子　

上
地
裕
康
・
木
村
圭
介
（
日

亜
）
▼
同
ベ
テ
ラ
ン
女
子　

増
田

道
代
（
ブ
レ
イ
ク
ポ
イ
ン
ト
）
中

飯
カ
ツ
恵
（
Ｃ
．
Ｐ
ａ
ｉ
ｎ
）
▼

シ
ニ
ア
チ
ー
ム
戦　

コ
ス
モ
ス
▼

ク
ラ
ブ
対
抗
戦　

オ
イ
ル
フ
ァ
イ

ア
ー
ド
（
四
国
電
力
）

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】

▼
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
２
部　

野
田

菜
月
（
富
岡
西
）
▼
同
３
部　

中

川
実
南
（
羽
ノ
浦
中
）
▼
女
子
ダ

ブ
ル
ス
２
部　

杉
本
奈
緒
子
（
阿

南
ク
ラ
ブ
）・
中
谷
真
奈
美
（
ラ

リ
ー
ラ
ッ
シ
ュ
）
▼
同
３
部　

小

谷
清
美
・
福
島　

恵
（
ラ
リ
ー

ラ
ッ
シ
ュ
）
▼
男
子
シ
ン
グ
ル

ス
１
部　

小
川
浩
之
（
日
亜
）
▼

同
２
部　

大
持
翔
悟
（
阿
南
工

業
）
▼
同
３
部　

横
田
零
士
（
阿

南
工
業
）
▼
男
子
ダ
ブ
ル
ス
１
部　

小
川
浩
之
（
日
亜
）・
井
上
英
樹

（
新
野
体
協
）
▼
同
２
部　

品
川

宜
丈
（
阿
南
ク
ラ
ブ
）・
山
川
昭

紀
（
ア
ナ
ン
キ
ャ
ッ
ツ
）
▼
同
３

部　

西
村
博
幸
・
近
藤
泰
司
（
阿

南
ク
ラ
ブ
）

【
水
泳
】

自
由
形　
▼
小
学
１
～
３
年
男
子

25
ｍ　

葉
田
裕
仁
（
富
岡
）
▼
同

女
子　

岡
久
綾
乃
（
富
岡
）
▼
同

男
子
50
ｍ　

近
藤
志
音
（
富
岡
）

▼
同
女
子　

竹
内
桜
杏（
見
能
林
）

▼
小
学
４
～
６
年
男
子
25
ｍ　

岡

本
怜
士
（
富
岡
）
▼
同
女
子　

林　

怜
花
（
中
野
島
）
▼
同
男
子
50
ｍ　

岡
本
怜
士
（
富
岡
）
▼
同
女
子　

林　

怜
花
（
中
野
島
）
▼
中
学
男

子
50
ｍ　

森
岡
泰
人
（
阿
南
）
▼

同
１
０
０
ｍ　

山
口
凱
叶（
阿
南
）

▼
同
女
子　

湯
浅
詩
音
（
阿
南
）

▼
一
般
34
歳
以
下
女
子
50
ｍ　

岡

﨑
三
用
（
阿
南
水
連
）
▼
同
60
歳

以
上
男
子
25
ｍ　

喜
多
啓
吉
（
富

岡
町
）
▼
同
70
歳
以
上
男
子
25
ｍ　

瀬
底
治
宣
（
横
見
町
）

平
泳
ぎ　
▼
小
学
１
～
３
年
男
子

25
ｍ　

表
原
璽
瑛
（
富
岡
）
▼
同

女
子　

鹿
島
菜
緒
（
富
岡
）
▼
同

男
子
50
ｍ　

表
原
璽
瑛
（
富
岡
）

▼
同
女
子　

鹿
島
菜
緒
（
富
岡
）

▼
小
学
４
～
６
年
男
子
25
ｍ　

鶴

羽
祐
弥
（
新
野
）
▼
同
女
子　

前

川
真
凜
（
富
岡
）
▼
同
男
子
50

ｍ　

鶴
羽
祐
弥
（
新
野
）
▼
同
女

子　

川
野
優
花
（
新
野
東
）
▼
中

学
男
子
50
ｍ　

小
島
健
太
郎
（
阿

南
）
▼
同
女
子　

富
永
実
央
（
阿

南
一
）
▼
一
般
34
歳
以
下
50
ｍ　

辻　

真
集
（
羽
ノ
浦
町
）

背
泳
ぎ　
▼
小
学
１
～
３
年
男
子

25
ｍ　

近
藤
志
音
（
富
岡
）
▼
同

女
子　

徳
永
海
希
（
羽
ノ
浦
）
▼

小
学
４
～
６
年
男
子
25
ｍ　

宮
繁

楓
空
（
富
岡
）
▼
同
女
子　

川
野

明
優
（
今
津
）
▼
同
女
子
50
ｍ　

立
石
友
莉
亜
（
今
津
）
▼
中
学
男

子
50
ｍ　

岡
本
倫
太
郎
（
阿
南
）

▼
同
女
子　

大
地
彩
加
（
富
岡
東

中
）
▼
一
般
34
歳
以
下
男
子
50
ｍ　

島
田　

充
（
阿
南
水
連
）

バ
タ
フ
ラ
イ　
▼
小
学
１
～
３
年

男
子
25
ｍ　

湯
浅
俊
亮
（
中
野

島
）
▼
同
女
子　

竹
内
桜
杏
（
見

能
林
）
▼
小
学
４
～
６
年
男
子
25

ｍ　

小
川
智
生
（
富
岡
）
▼
同
女

子　

大
久
保
琉
風
（
富
岡
）
▼
中

学
男
子
１
０
０
ｍ　

立
石
迅
一

郎
（
那
賀
川
）
▼
同
女
子
１
０
０

ｍ　

湯
浅
詩
音
（
阿
南
）
▼
一
般

60
歳
以
上
25
ｍ　

喜
多
啓
吉
（
富

岡
町
）

平
成
27
年
度

阿
南
市
体
育
祭

優
秀
者
・
優
秀
団
体
発
表

　
昨
年
、
８
月
９
日
に
開
幕
し

た
「
平
成
27
年
度
阿
南
市
体
育

祭
」
は
、
12
月
20
日
を
も
っ
て

全
日
程
（
23
競
技
）
が
終
了
し

ま
し
た
。
約
３
３
０
０
人
の
皆

さ
ん
が
参
加
し
て
熱
戦
を
繰
り

広
げ
た
結
果
、
21
競
技
に
お
け

る
優
秀
者
お
よ
び
優
秀
団
体
が
、

次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
の

で
発
表
い
た
し
ま
す
。

(    )

内
は
所
属
・
敬
称
略
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個
人
メ
ド
レ
ー　
▼
小
学
４
～
６

年
男
子
１
０
０
ｍ　

近
藤
佑
哉

（
新
野
）
▼
同
女
子　

立
石
友
莉

亜
（
今
津
）
▼
中
学
男
子
２
０
０

ｍ　

小
島
健
太
郎
（
阿
南
）
▼
同

女
子　

富
永
実
央
（
阿
南
一
）
▼

一
般
34
歳
以
下
男
子
１
０
０
ｍ　

辻　

真
集
（
羽
ノ
浦
町
）
▼
同
女

子　

岡
﨑
三
用
（
阿
南
水
連
）

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
】

▼
一
般
男
子
の
部　

　
　
　
　
　
　

見
能
林
体
育
協
会

【
サ
ッ
カ
ー
】

▼
Ｕ
12
の
部　

那
賀
川
Ｓ
Ｃ

▼
Ｕ
11
の
部　

羽
ノ
浦
Ｕ
11

▼
Ｕ
10
の
部　

羽
ノ
浦
Ｕ
10

▼
Ｕ
９
の
部　

羽
ノ
浦
Ｕ
９

▼
Ｕ
８
の
部　
ソ
シ
オ
ス
オ
ー
チ
ョ

【
剣
道
】

▼
小
学
校
低
学
年
団
体　

大
野
小

学
校
剣
道
部
▼
同
高
学
年
団
体　

徳
島
至
誠
館
▼
小
学
校
個
人
３
年

生
以
下
の
部　

岩
本
響
輝
（
徳
島

至
誠
館
）
▼
同
４
年
生
以
上
の
部　

角
元
伸
輔（
新
野
少
年
剣
道
教
室
）

▼
中
学
校
男
子
団
体　

那
賀
川
中

学
校
Ａ
▼
同
女
子
団
体　

那
賀
川

中
学
校
Ｂ
▼
同
男
子
個
人　

大
城

穂
高
（
那
賀
川
中
）
▼
同
女
子
個

人　

藤
原　

優
（
那
賀
川
中
）

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】

▼
男
子
の
部　

椿
体
育
協
会

▼
女
子
の
部　

富
岡
体
育
協
会

【
相
撲
】

▼
小
学
校
男
子
団
体　

富
岡
小
学

校
Ｂ
▼
同
女
子
団
体　

富
岡
小
学

校
Ａ
▼
小
学
４
年
個
人
男
子　

市

川
大
貴
（
石
井
）
▼
同
女
子　

柿

本
律
葵
（
富
岡
）
▼
小
学
５
年
個

人
男
子　

長
瀬
拳
悟
（
津
乃
峰
）

▼
同
女
子　

石
橋　

文
（
桑
野
）

▼
小
学
６
年
個
人
男
子
Ａ　

山
下　

昇
（
津
乃
峰
）
▼
同
Ｂ　

相
田
和

哉
（
石
井
）
▼
同
女
子　

森　

栞

奈
（
富
岡
）

▼
中
学
校
団
体　

阿
南
第
一
中
学

校
Ａ
▼
中
学
１
年
個
人　

柳
本
晃

志
（
阿
南
一
）
▼
同
２
年　

岡
久

怜
央
（
阿
南
一
）
▼
同
総
合　

岡

久
怜
央
（
阿
南
一
）

【
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
】

▼
１
コ
ー
ト　

井
関
チ
ー
ム

▼
２
コ
ー
ト　

か
じ
が
峰
チ
ー
ム

【
柔
道
】

▼
幼
児　

原
田
裕
士
（
敬
修
館
）

▼
小
学
２
年　

長
坂
航
希
（
阿

南
柔
道
）
▼
同
３
年　

松
川
莉

子
（
阿
南
柔
道
）
▼
同
４
年　

佐

野
愛
斗
（
阿
南
柔
道
）
▼
同
５
年　

福
本　

蒼
（
阿
南
柔
道
）
▼
同
６

年　

田
邊
圭
吾
（
阿
南
柔
道
）
▼

中
学
男
子　

亀
谷
凛
太
郎
（
阿

南
）
▼
同
女
子　

中
内
ふ
う
な

（
阿
南
第
一
）
▼
中
学
男
子
団
体　

阿
南
中
学
校
Ａ

【
陸
上
】

小
学
校
の
部　
▼
小
4
男
子
1
０

０
ｍ　

木
本
政
徳
（
見
能
林
）
▼

同
女
子　

青
木
優
香
里
（
福
井
）

▼
小
５
男
子
１
０
０
ｍ　

鈴
木　

壮
（
羽
ノ
浦
）
▼
同
女
子　

橋
本

日
和
（
羽
ノ
浦
）
▼
小
６
男
子

１
０
０
ｍ　

谷
澤
一
輝
（
羽
ノ

浦
）・
横
手
海
斗
（
見
能
林
）
▼

同
女
子　

小
倉
美
咲
（
和
田
島
）

▼
小
4
男
子
１
０
０
０
ｍ　

大
西

碧
生
（
見
能
林
）
▼
同
女
子　

篠

岡
千
奈
（
津
乃
峰
）
▼
小
５
男
子

１
０
０
０
ｍ　

米
崎
陽
海
（
富

岡
）
▼
同
女
子　

治
尾
優
衣
奈

（
羽
ノ
浦
）
▼
小
6
男
子
１
０
０

０
ｍ　

奥
田
龍
星
（
平
島
）
▼
同

女
子　

仁
木
日
向
（
中
野
島
）
▼

小
4
男
子
50
ｍ
ハ
ー
ド
ル　

伊
丹

航
平
（
羽
ノ
浦
）
▼
同
女
子　

清

水
谷
夏
央
（
富
岡
）
▼
小
5
男
子

50
ｍ
ハ
ー
ド
ル　

大
坂
太
人
（
平

島
）・
竹
垣
正
輝
（
羽
ノ
浦
）
▼

同
女
子　

西
岡
璃
音
（
見
能
林
）

▼
小
６
男
子
50
ｍ
ハ
ー
ド
ル　

鶴

羽
祐
弥
（
新
野
）
▼
同
女
子　

辻

田
詩
央
（
平
島
）・
新
居
穂
香

（
富
岡
）
▼
男
子
４
×
１
０
０
ｍ

リ
レ
ー　

羽
ノ
浦
小
学
校
（
鈴
木　

壮
・
吉
田
康
晟
・
森　

麗
央
・
谷

澤
一
輝
）
▼
同
女
子　

見
能
林
小

学
校
（
高
島　

楓
・
片
平
陽
彩
・

炭
谷
奈
菜
・
新
野
乃
杏
）
▼
小
５

男
子
走
高
跳　

井
上　

天
（
羽
ノ

浦
）
▼
同
女
子　

前
田
実
佑
（
横

見
）
▼
小
６
男
子
走
高
跳　

川
田

理
貴
（
羽
ノ
浦
）
▼
同
女
子　

片
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時
あ
た
か
も
、
国
を
挙
げ
て

地
方
創
生
・
一
億
総
活
躍
が
叫

ば
れ
、
地
方
の
知
恵
が
求
め
ら

れ
て
い
る
大
切
な
時
期
に
副
市

長
と
し
て
の
重
責
、
誠
に
身
が

引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

こ
の
上
は
市
の
発
展
と
市
民

の
幸
せ
を
実
現
す
る
べ
く
、
市

長
の
補
佐
役
に
徹
し
な
が
ら
、

本
市
百
年
の
大
計
の
た
め
に
、

与
え
ら
れ
た
職
責
に
誠
心
向
き

合
っ
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
て

お
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
方
の

ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
し
て
、
副
市
長
就
任

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

再
任
の
ご
あ
い
さ
つ私

こ
と

　

市
長
の
ご
推
挙
を
い
た
だ
き
、

去
る
12
月
定
例
市
議
会
に
お
い

て
、
議
員
皆
さ
ま
の
格
別
の
ご

高
配
に
よ
り
ご
同
意
を
賜
り
、

12
月
25
日
付
け
を
も
ち
ま
し
て

阿
南
市
副
市
長
を
四
度
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

副市長 亀尾 貞男氏

明谷梅林まつり
２月21日㈰～３月20日㈰

開園式
２月21日㈰
　　10:00 ～
もち投げ、梅干し
の種飛ばし大会

駐車場
明谷梅林売店前
の無料駐車場を
ご利用ください。
※台数に限りあり
※沿道への駐車はご遠慮ください

問い合わせは　商工観光労政課
　　　　　　　（☎22－3290）へ

平
陽
彩
（
見
能
林
）
▼
小
5
男
子

走
幅
跳　

吉
田
康
晟
（
羽
ノ
浦
）

▼
同
女
子　

西
條
成
都
佳
（
見
能

林
）
▼
小
6
男
子
走
幅
跳　

藤
川

修
吾
（
吉
井
）
▼
同
女
子　

新
野

乃
杏
（
見
能
林
）
▼
小
5
男
子
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
投　

寿
田
滉
成
（
横

見
）
▼
同
女
子　

徳
田
梨
乃
（
富

岡
）
▼
小
６
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

投　

吉
野
貴
大
（
今
津
）
▼
同
女

子　

福
島
美
海
（
富
岡
）

中
学
校
の
部　
▼
男
子
１
０
０
ｍ　

湯
浅
龍
平
（
阿
南
）
▼
同
女
子　

西
川
麻
衣
（
新
野
）
▼
男
子
２
０

０
ｍ　

本
木　

輝
（
新
野
）
▼
同

女
子　

西
川
麻
衣
（
新
野
）
▼
男

子
４
０
０
ｍ　

岡
本
悠
斗
（
新

野
）
▼
男
子
８
０
０
ｍ　

藤
田
優

史
（
新
野
）
▼
男
子
１
５
０
０
ｍ　

田
中
康
四
郎
（
羽
ノ
浦
）
▼
同
女

子　

古
山
育
弥
（
羽
ノ
浦
）
▼
男

子
３
０
０
０
ｍ　

谷
口
和
人
（
阿

南
）
▼
男
子
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ

ー　

阿
南
中
学
校
（
原　

浩
史
・

湯
浅
龍
平
・
谷
口
和
人
・
横
手
曈

万
）
▼
同
女
子　

羽
ノ
浦
中
学
校

（
関
口　

響
・
撫
養
あ
か
り
・
尾

崎
未
紀
・
島
田
春
菜
）
▼
女
子
走

高
跳　

島
田
春
菜
（
羽
ノ
浦
）
▼

男
子
走
幅
跳　

寺
内
智
哉
（
椿

町
）
▼
同
女
子　

原
田　

愛
（
福

井
）
▼
男
子
三
段
跳　

俵
内
啓
輔

（
福
井
）
▼
男
子
砲
丸
投　

元
木

一
人
（
羽
ノ
浦
）
▼
同
女
子　

斎　

里
菜
（
羽
ノ
浦
）

高
校
・
一
般
の
部　
男
子
１
５
０

０
ｍ　

島
田
絋
希
（
阿
南
市
陸

協
）
▼
男
子
５
０
０
０
ｍ　

島
田

絋
希
（
阿
南
市
陸
協
）
▼
同
走
高

跳　

高
橋
智
大
（
阿
南
高
専
）
▼

同
走
幅
跳　

山
田
聖
人
（
阿
南
市

陸
協
）
▼
同
三
段
跳　

谷　

亮
磨

（
阿
南
高
専
）
▼
同
や
り
投　

麻

植
一
輝
（
阿
南
市
陸
協
）

【
軟
式
野
球
】

▼
一
般　

見
能
林
体
育
協
会

　

最
優
秀
選
手　

咲
田
瑠
星

▼
壮
年　

見
能
林
体
育
協
会

　

最
優
秀
選
手　

福
田　

仁

【
卓
球
】

▼
男
子　

福
井
体
育
協
会
Ａ

▼
女
子　

加
茂
谷
体
育
協
会

【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
】

▼
男
子　

桑
野
ク
ラ
ブ

【
ホ
ッ
ケ
ー
】

▼
男
子　

マ
ス
タ
ー
ズ
徳
島
ク
ラ

ブ▼
女
子　

阿
波
西
高
等
学
校

【
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
】

▼
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク　

三
枝
賀
代
子

（
羽
ノ
浦
協
会
）

▼
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク　

板
原
年
彦
（
23

期
同
好
会
）

【
体
操
】

幼
児　
▼
総
合
・
マ
ッ
ト
・
跳
び

箱
・
鉄
棒
・
ミ
ニ
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン　

信
安
萌
音
（
神
崎
幼
）　

小
学
校
低
学
年　
▼
男
子
総
合
・

マ
ッ
ト
・
跳
び
箱
・
鉄
棒
・
ミ
ニ

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン　

黒
川
斗
季
（
福

井
）
▼
女
子
総
合
・
鉄
棒　

服
部

真
緒
（
大
野
）
▼
同
マ
ッ
ト
・
跳

び
箱　

伊
勢
ら
ら
（
横
見
）
▼
同

ミ
ニ
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン　

由
宇
礼
佳

（
見
能
林
）

小
学
校
高
学
年　
▼
男
子
総
合
・

マ
ッ
ト
・
跳
び
箱
・
鉄
棒
・
ミ
ニ

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン　

小
川
智
生
（
富

岡
）　

【
弓
道
】

▼
団
体　

富
岡
東
高
校
Ａ
（
松
尾

美
穂
・
村
田
晴
香
・
新
田
夏
美
）

▼
男
子
個
人　

松
崎　

令
（
富
岡

東
高
）
▼
女
子
個
人　

松
尾
美
穂

（
富
岡
東
高
）

【
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
】

▼
ダ
ブ
ル
ス
戦
男
子　

西
田
正

人
・
高
石
裕
介
▼
ダ
ブ
ル
ス
戦
女

子　

大
平
冨
貴
子
・
西
田　

薫　

▼
ラ
リ
ー
戦　

オ
レ
ン
ジ
チ
ー
ム　

（
青
木
洋
子
・
大
平
冨
貴
子
・
撫

養
茂
子
・
西
田
正
人
・
鹿
島
悠

矢
・
戸
井
綾
子
）　

【
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
】

▼
オ
ー
プ
ン
ク
ラ
ス　

多
田
康
希

▼
ビ
ギ
ナ
ー
ク
ラ
ス　

高
城
幸
平
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阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

～ 

今
村
明あ

き

恒つ
ね

と
富
岡
地
動
観
測
所 

～

　
「
南
海
ト
ラ
フ
に
起
こ
る
次

の
大
規
模
な
地
震
は
、
２
０
３

８
年
頃
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
長
期
予
測

が
巨
大
地
震
に
つ
い
て
公
表
さ

れ
て
い
る
実
例
は
、
今
の
と
こ

ろ
一
つ
だ
け
で
、
そ
の
よ
う
な

地
域
は
世
界
的
に
見
て
も
珍
し

い
、
と
い
う
よ
り
も
、
他
に
は

な
い
」。
…
序
文
に
お
い
て
こ

の
よ
う
な
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル

な
記
述
が
さ
れ
た
本
が
、
昨
年

３
月
１
日
出
版
さ
れ
た
。
題
名

は
『
２
０
３
８
年　

南
海
ト
ラ

フ
の
巨
大
地
震
』（
マ
ニ
ュ
ア

ル
ハ
ウ
ス
発
行
）。
著
者
は
尾

池
和
夫
氏
。
１
９
４
０
年
、
東

京
生
ま
れ
高
知
育
ち
。
１
９
６

３
年
、
京
都
大
学
理
学
部
地
球

物
理
学
科
卒
業
。
２
０
０
３
年

か
ら
約
５
年
間
、
京
都
大
学
第

24
代
総
長
を
務
め
、
現
在
は
京

都
造
形
芸
術
大
学
学
長
で
あ
り
、

こ
の
間
、
地
震
学
会
委
員
長
や

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会
委
員

長
等
を
歴
任
し
て
い
る
。

　

今
年
は
「
昭
和
南
海
地
震
」

か
ら
70
年
。「
東
日
本
大
震
災
」

か
ら
約
５
年
。
地
震
予
知
の
充

実
と
減
災
の
あ
り
方
を
考
え
る

節
目
の
年
と
い
っ
て
も
い
い

で
し
ょ
う
。
私
た
ち
は
「
い

ず
れ
」「
や
が
て
」「
い
ま
に
」

襲
っ
て
く
る
大
地
震
に
備
え
て

お
く
こ
と
で
、
被
害
を
最
小
限

に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

正
確
に
「
い
つ
」
起
き
る
と
い

う
こ
と
を
予
測
す
る
こ
と
は
今

で
も
不
可
能
で
す
。

　

今
村
明
恒
（
１
８
７
０
～
１

９
４
８
年
）
氏
は
、
東
京
大
学

助
教
授
と
し
て
、
津
波
は
海
底

の
地
殻
変
動
を
原
因
と
す
る
説

を
初
め
て
提
唱
し
、
１
９
０
５

年
に
今
後
50
年
以
内
に
東
京
で

大
地
震
が
発
生
す
る
と
警
告
し
、

恩
師
や
当
時
の
マ
ス
コ
ミ
か

ら
「
ホ
ラ
吹
き
の
今
村
」
と
中

傷
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ

の
警
告
が
現
実
の
も
の
と
な
り
、

１
９
２
３
年
、
関
東
大
震
災
が

発
生
。
世
間
は
一
転
、「
地
震

の
神
様
」
と
た
た
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

お
く
り
も
の

阿
南
市
へ

●
金
１
０
０
万
円

元
阿
南
市
教
育
長　

浮
橋
克
己

様
の
ご
遺
族
様
か
ら

阿
南
市
立
図
書
館
へ

●
平
和
図
書
一
式（
70
万
円
分
）

市
役
所
課
長
補
佐
会
様
か
ら

阿
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

●
金
一
封

富
岡
計
装
経
験
者
の
集
い
様
か

ら
地
域
福
祉
事
業
活
動
資
金
と

し
て

　

以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

臨
時
的
任
用
職
員

（
ご
み
収
集
作
業
）を
募
集

募
集
内
容　
平
成
28
年
度
に
環
境

管
理
事
務
所
に
お
い
て
、
臨
時
的

に
勤
務
す
る
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　
昭
和
29
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
10
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方

採
用
予
定
人
員　
８
人
程
度

賃
金　
日
額
９
５
０
０
円

勤
務
時
間　
原
則
と
し
て
月
曜
日

～
金
曜
日
の
午
前
７
時
30
分
～
午

後
４
時
15
分

申
込
方
法　
人
事
課
備
え
付
け
の

「
申
込
用
紙
」
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
人
事
課
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。「
申
込
用
紙
」
は
、

２
月
９
日
㈫
以
降
に
お
渡
し
し
ま

す
。

申
込
期
間　
２
月
９
日
㈫
～
25
日

㈭
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
（
土
、
日
曜
日
お
よ
び
国
民

の
祝
日
は
除
く
）

試
験
内
容　
面
接
試
験
お
よ
び
体

力
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。

試
験
日　
３
月
２
日
㈬

※
記
載
さ
れ
た
個
人
情
報
等
は
目

的
以
外
に
使
用
し
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
は　
人
事
課
（
☎
22

－

１
１
１
２
）
へ

第
６
回
阿
南
市

人
権
教
育・啓
発
市
民
講
座

日
時　
２
月
23
日
㈫　

午
後
２
時

～
３
時
30
分

場
所　
文
化
会
館
１
階　

視
聴
覚
室

演
題　
「
自
分
ら
し
く
生
き
る
」

～
性
別
違
和
を
乗
り
越
え
て
～

講
師　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ

ｎ 

Ｇ
Ｉ
Ｄ 

Ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｄ
ｓ 

理

事
長　

合
同
会
社 

イ
ン
ス
パ
イ

ア 

代
表 

清
水
展
人
さ
ん

※
託
児
あ
り
。
２
月
15
日
㈪
ま
で

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
お
車
で
お
越
し
の
方
は
、
乗
り

合
わ
せ
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
人
権
・
男
女
参

画
課
（
☎
22

－

３
０
９
４
）
へ

　

そ
し
て
彼
は
次
の
大
地
震
は
南
海
地

震
と
考
え
、
和
歌
山
、
京
都
等
８
カ
所

に
地
震
観
測
所
の
設
置
を
進
め
ま
し
た
。

そ
し
て
１
９
２
９
年
、
そ
の
一
つ
と
し

て
現
在
の
牛
岐
城
趾
公
園
に
も
観
測
所

を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
施
設
は
１

９
３
９
年
、
太
平
洋
戦
争
の
激
化
に
よ

り
廃
止
さ
れ
る
ま
で
業
務
を
続
け
ま
し

た
。
こ
の
間
、
毎
日
の
観
測
作
業
は
旧

制
富
岡
高
等
女
学
校
（
現
富
岡
東
高

校
）
の
近
藤
末
吉
教
諭
や
女
学
生
、
後

に
は
役
場
が
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

観
測
成
果
は
１
９
４
４
年
の
東
南
海
地

震
や
２
年
後
の
南
海
地
震
予
知
に
つ
な

が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
今
村
教
授
は
１

９
４
６
年
の
南
海
地
震
の
発
生
を
警
告

し
、
県
や
各
市
町
村
を
は
じ
め
関
係
機

関
に
訴
え
ま
し
た
が
、
戦
後
の
混
乱
し

た
世
相
も
あ
り
無
視
さ
れ
、
教
授
は
南

海
地
震
の
翌
年
、
失
意
の
う
ち
78
歳
で

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
村
教
授
の
信
念
は
、
災
害
に
備
え

て
お
く
こ
と
で
被
害
を
最
小
限
に
し
な

け
れ
ば
な

ら
な
い
と

い
う
こ
と

で
し
た
。

南
海
ト
ラ

フ
に
住
む

私
た
ち
が

心
し
な
け

れ
ば
な
ら

な
い
信
条

で
す
。

富岡町城山に設置されていた富岡地動観測所

富
岡
地
動
観
測
所
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保
険
年
金
課
よ
り

20
歳
に
な
っ
た
ら
「
国
民
年
金
」

　

皆
さ
ん
は
、
国
民
年
金
に
つ
い

て
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

「
年
金
な
ん
て
ま
だ
関
係
な
い
」

と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

国
民
年
金
は
、
老
後
の
生
活
保

障
だ
け
で
な
く
、
万
が
一
、
病
気

や
け
が
で
障
が
い
が
残
っ
た
と
き

や
、
一
家
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ

た
と
き
な
ど
、
あ
な
た
や
あ
な
た

の
家
族
を
守
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
加
入
の
届
出
や
保
険

料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
年
金
が

受
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

「
あ
の
時
に
…
」と
後
悔
す
る
前
に
、

国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

高
額
療
養
費
の
支
給
申
請

　

世
帯
の
１
カ
月
間
の
医
療
費
の

自
己
負
担
額
（
一
部
負
担
金
）
が
、

そ
の
世
帯
の
自
己
負
担
限
度
額
を

超
え
た
場
合
、
申
請
す
る
と
超
え

た
分
が
高
額
療
養
費
と
し
て
支
給

さ
れ
ま
す
。
阿
南
市
国
民
健
康
保

険
加
入
者
が
高
額
療
養
費
に
該
当

し
た
場
合
は
、
診
療
月
の
約
２
カ

月
後
に
、「
手
続
き
に
つ
い
て
の

お
知
ら
せ
」
を
世
帯
主
の
方
に
通

知
し
て
い
ま
す
。
通
知
が
届
い
た

ら
、
お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
高
額
療
養
費
の
支

給
申
請
期
間
は
２
年
間
で
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
高
額
療
養
費
の
申
請
に
は
領
収

書
が
必
要
で
す
の
で
、
税
金
の
確

定
申
告
（
医
療
費
控
除
）
を
行
う

場
合
は
、
先
に
高
額
療
養
費
の
支

給
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

・
保
険
証
ま
た
は
印
鑑

・
世
帯
主
の
預
金
通
帳

・
手
続
き
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

・
領
収
書
ま
た
は
支
払
額
証
明
書

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
分
か
る
も
の

お
よ
び
本
人
確
認
書
類

問
い
合
わ
せ
は　

保
険
年
金
課

（
☎
22

－
１
１
１
８
）
へ

耕
作
放
棄
地
再
生
利
用

緊
急
対
策
に
つ
い
て

　

耕
作
放
棄
地
を
再
生
・
利
用
す

る
取
組
や
こ
れ
に
附
帯
す
る
施
設

等
の
補
完
整
備
等
を
支
援
し
ま
す
。

対
象　
使
用
貸
借
権
や
、
所
有
権

の
移
転
に
よ
り
「
耕
作
放
棄
地
」

を
再
生
作
業
後
５
年
以
上
耕
作
す

る
農
業
者

助
成
内
容

①
再
生
作
業
（
５
万
円
／
10
ａ
ま

た
は
１
／
２
補
助
）

②
２
年
目
の
土
づ
く
り
（
２
万
５

千
円
／
10
ａ
）

③
ハ
ウ
ス
、
果
樹
棚
な
ど
の
農
業

用
施
設
（
補
助
率
１
／
２
）

④
排
水
路
、
農
道
な
ど
の
基
盤
整

備
（
補
助
率
１
／
２
）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
農
林

水
産
課
（
☎
22

－

１
５
９
８
）
へ

確
定
申
告
書
の
受
付

　

所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得

税
、
個
人
事
業
者
の
消
費
税
（
地

方
消
費
税
を
含
む
）、
贈
与
税
の

確
定
申
告
書
を
受
け
付
け
ま
す
。

開
設
期
間　
２
月
８
日
㈪
～
３
月

15
日
㈫
の
午
前
９
時
～
午
後
４
時

（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）

※
こ
の
期
間
中
は
、
阿
南
税
務
署

内
で
は
申
告
会
場
は
設
け
て
い
ま

せ
ん
。

場
所　
商
工
業
振
興
セ
ン
タ
ー
２

階　

展
示
ホ
ー
ル

※
混
雑
し
て
い
る
場
合
は
、
受
付

を
早
め
に
締
め
切
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で

は
、
画
面
の
案
内
に
従
っ
て
該
当

項
目
を
入
力
す
る
こ
と
で
、
自
宅

の
パ
ソ
コ
ン
で
申
告
書
等
を
作
成

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
普
通
紙

に
印
刷
し
て
書
面
で
提
出
で
き
る

ほ
か
、
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税
電
子

申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
）
を
利
用

し
て
送
信
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す

の
で
、
申
告
書
の
作
成
に
は
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w

w
.nta.go.jp

消
費
税
の
申
告
・
納
税
は

３
月
31
日
㈭
ま
で

　

個
人
事
業
者
の
消
費
税
（
地
方

消
費
税
を
含
む
）
の
申
告
・
納
税

は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

申
告
が
必
要
な
方

・
平
成
25
年
分
の
課
税
売
上
高
が

１
千
万
円
を
超
え
る
方

・
平
成
25
年
分
の
課
税
売
上
高
が

１
千
万
円
以
下
の
方
で
、
平
成

26
年
12
月
末
ま
で
に
「
消
費
税

課
税
事
業
者
選
択
届
出
書
」
を

提
出
し
て
い
る
方

・
以
上
に
該
当
し
な
い
方
で
、
平

成
26
年
１
月
１
日
か
ら
平
成
26

　

年
６
月
30
日
ま
で
の
期
間
の
課

税
売
上
高
が
１
千
万
円
を
超
え

る
方

振
替
納
税
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

対
象
税
目
は
、
所
得
税
お
よ
び

復
興
特
別
所
得
税
、
個
人
事
業
者
の

消
費
税（
地
方
消
費
税
を
含
む
）で
す
。

　

振
替
納
税
を
利
用
さ
れ
る
場
合

は
、
税
務
署
ま
た
は
預
貯
金
先
の

金
融
機
関
に
、「
預
貯
金
口
座
振

替
依
頼
書
」
を
提
出
し
て
い
た
だ

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

阿
南
税
務
署

（
☎
22

－

０
４
１
４
）
へ

阿
南
税
務
署
か
ら
所
得
税
等
の

申
告
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

平成27年度コミュニティ助成事業（一般コミュ
ニティ助成事業）により、上岩脇協議会が、ア
ルミ製ステージを購入しました。
今後、地域の活性化や地域コミュニティ活動に
大いに活用します。

商工観光労政課

宝くじ助成事業で
アルミ製ステージ購入

シリーズ　　マイナンバー制度

広報あなん 2016.02　8



問い合わせは　野球のまち推進課（☎22－1297）へ

■展示コーナー　10:00～20:00
※初日と最終日は催しによって終了時間が異なります。

○バレンタイン企画＆ハンドメイド作品展
　～14日㈰まで
○パッチワークキルト展　16日㈫～28日㈰
■体験コーナー

○楽しくプリザーブドフラワーアレンジ
７日㈰　13:00～15:00
【申込締切日】5日㈮　【参加費】2,500円
【定員】10人　【持参物】なし

○バレンタインスイーツキャンドルを作ろう
13日㈯　13:00～15:00
【申込締切日】11日㈭　【参加費】1,500円
【定員】4人　【持参物】なし

○パステルカラーで絵を描きましょう
28日㈰　14:00～15:00
【申込締切日】27日㈯
【参加費】1,000円(額付)【定員】5人
【持参物】なし

問い合わせは　阿南光のまちステーションプラザ
　　　　　　　（☎24−3141）へ

光 ２月の催しのまちステーションプラザ

阿波踊り活竹人形作り、星形あんどん作り
常時開催中！

●教育長報告
①12月議会　代表・一般質問の主な内容と答弁について

※定例会の日時は、市のホームページでお知らせしています。
くわしくはお問い合わせください。

問い合わせは　教育委員会総務課（☎22−3299）へ

12月定例会は、12月22日に開催されました。
内容については、次のとおりです。

教育委員会定例会だより

春季合宿
○関メディーベースボール学院（社会人）
　15日㈪～20日㈯　8:30～21:00
○関メディーベースボール学院（中学部）
　20日㈯　8:30～21:00
　21日㈰　8:30～17:00
○大阪市立大学
　24日㈬～28日㈰
　8:30～21:00
　29日㈪　8:30～12:00

球場へ行こう！
JAアグリあなんスタジアム、あななんアリーナ

２月の日程

シリーズ　　マイナンバー制度

「通知カード」を受け取られていない方へ
郵便局へ転送届をしている方や、郵便局での保管期間が経過した方の通知カードは、市役所へ返戻されています。
まだ受け取りをされていない方は、市民生活課へ受け取りに来てください。
市民生活課での保管期間は３月31日㈭までです。４月以降は廃棄処分となりますので、再交付を希望される場合
は、手数料500円が必要となります。

２月28日㈰まで、毎週土、日、祝日の8:30から17:15まで、通知カードの受取窓口を開設しています。
第１仮庁舎（旧保健所）１階 市民生活課までお越しください。（市民生活課☎22−1116）

通知カードの休日受取窓口を開設中
お知らせ

個人番号カードの交付申請をされている方へ

個人番号カードを交付できる準備ができましたら、「個
人番号カード交付通知書」（はがき）をお送りします。
通知書に記載された期限までに必要なものをお持ちの
うえ、市民生活課へお越しください。

【お願い】
個人番号カードの交付については、窓口の混雑が予想
されるため、事前に電話での来庁日時の予約をしてい
ただきますよう、ご協力をお願いします。

【必要なもの】
①交付通知書（はがき）
②通知カード
③本人確認書類（運転免許証等の顔写真付公的証明書１

点または健康保険証・年金手帳等の氏名・生年月日・
住所が確認できるもの２点）

④住民基本台帳カード（お持ちの方のみ）
※15歳未満の方や、障がい等で窓口に来られない方の

場合は、必要書類が違いますので、事前にお問い合わ
せください。

問 市民生活課（☎22−1116）へ

9　広報あなん 2016.02
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●

●

●
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県
道
小
勝
島
公
園
線
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●

●
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徳島工場

橘小学校

阿南第二中学校●

●

四国電力㈱
橘湾発電所

橘廃棄物
最終処分場

電源開発㈱
橘湾火力発電所

★

エコパーク
阿南

N

福
井
川

Waンダーランド

至
　美
波

至
　富
岡

湊
橋

MAP

　

平
成
26
年
度
か
ら
本
格
稼
働
し
て
い
る

エ
コ
パ
ー
ク
阿
南
で
は
、
環
境
学
習
に
役

立
て
て
い
た
だ
く
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ま

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

エ
コ
パ
ー
ク
阿
南
に
併
設
さ
れ
て
い
る

管
理
啓
発
棟
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
・
資

源
化
、
循
環
型
社
会
の
形
成
に
つ
い
て
学

習
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
１
階
に
環
境

学
習
用
パ
ソ
コ
ン
３
台
、
環
境
・
リ
サ
イ

ク
ル
関
連
書
籍
コ
ー
ナ
ー
、
２
階
に
は
ク

イ
ズ
形
式
の
パ
ソ
コ
ン
３
台
、
ご
み
分
別

ゲ
ー
ム
２
台
、
太
陽
光
・
風
力
発
電
設
備

の
解
説
、
リ
サ
イ
ク
ル
体
験
室
も
設
置
し

て
い
ま
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
体
験
室
で
は
、

市
民
の
皆
さ
ま
を
対
象
と
し
た
親
子
リ
サ

イ
ク
ル
体
験
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
エ
コ
パ
ー
ク
阿
南
西
側
に
は
、

橘
湾
が
望
め
る
芝
生
広
場
や
多
目
的
広
場

が
あ
り
市
民
の
皆
さ
ま
の
健
康
を
目
的
と

し
た
ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ど
、
ま
た
四
季
折
々

の
風
を
感
じ
な

が
ら
散
歩
し
て

い
た
だ
く
こ
と

も
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
一
度
、
エ

コ
パ
ー
ク
阿
南

へ
ご
来
場
く
だ

さ
い
。
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

芝生広場

親子探検ツアー

一般見学

環境・リサイクル学習コーナー 親子リサイクル教室環境学習コーナー

エ
コ
パ
ー
ク
阿
南
へ
よ
う
こ
そ

エコパーク阿南
（管理啓発棟）

環境啓発センター
住所／阿南市橘町小勝１番地 5
☎49－5820・FAX49－5822
開館時間／9:00～17:00
休館日／月曜日および年末年始
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阿
南
警
察
署
だ
よ
り

　

気
温
が
低
く
な
る
と
、
路
面
の

凍
結
や
積
雪
の
影
響
に
よ
り
交
通

事
故
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

気
温
が
低
い
日
や
雪
が
降
っ
た
日
、

ま
た
そ
の
翌
日
は
路
面
の
状
況
を

し
っ
か
り
確
認
し
、
無
理
の
な
い

運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は　

阿
南
警
察
署

（
☎
22

－

０
１
１
０
）
へ

あぶない ! こんなに事故が
交 通
事 故

件　数
死　者
負傷者

235件（2,482）
0人（       2）
26人（   287）

救 急 件　数
搬送人員

282件（3,310）
275人（3,172）

火 災
件　数
損害額

3件（  35）
0千円

（38,595千円）
●阿南署管内平成27年12月分合計。カッコ内は平成27年の合計。
　損害額は未確定分を含んでいません。

◆法定検査
浄化槽を設置している場合は、法律により
１年に１回、放流水の水質検査を受検する
ことが義務づけられています。
この検査は、徳島県知事が指定した機関で
ある（公社）徳島県環境技術センターが実
施しますので、通知があった場合は、必ず
受検してください。今年度は２月15日㈪
～ 26日㈮の期間で法定検査を実施します。
※浄化槽法改正（平成18年２月１日）により、未受検者には罰則規定が設け

られています。
◆保守点検

浄化槽の保守点検は、２～４カ月に１回以上実施しなければなりません。
この保守点検を行うためには専門的な知識や器具が必要ですので、県知事に登
録した専門業者に委託して実施してください。

◆清掃
浄化槽の清掃は１年に１回以上実施することが義務づけられています。市町村
長が 許可した業者に委託してください。

問い合わせは　公益社団法人徳島県環境技術センター （☎088−636−1234）ま
たは市環境保全課（☎22−3413）へ

年１回は浄化槽の水質検査を受けましょう！

阿南市は平成27年２月、豊かな自然が残っている場所を「未来へつなごう！あなんのごっつい自然
〜生物多様性ホットスポット〜」として市内６カ所を選定しました。フォーラムでは選定地である伊
島のササユリの保護・保全活動について紹介し、環境省と共に、阿南市の豊かな森里川海と地域づく
りの「これから」を考えます。
なお、本フォーラムは、阿南市合併10周年記念事業として開催します。
日時　２月13日㈯　13:00～16:00
場所　ひまわり会館２階　ふれあいホール
講師　国立環境研究所　五箇公一さん
演題　「人と自然のつながり～かく乱と共生～」
事例発表

▼阿南工業高等専門学校　渡辺雅子さん
　「未来へつなごう！あなんのごっつい自然
　　〜阿南市生物多様性ホットスポット〜」

▼伊島中学校
　「伊島、いい島～ぼくたちのササユリ保護活動～」

▼新野高等学校
　「新野高校における伊島のササユリの保護・増殖活動
　～バイオテクノロジーを活用した環境保全への取組み～」
※本年度、ササユリの保護・保全活動が評価され、伊島中学校は「自然公園関係功労者環境大臣表彰」

に、新野高等学校は『「みどりの日」自然環境功労者環境大臣表彰』に選ばれています。
※入場は無料です。くわしくは市ホームページまたは環境省ホームページをご覧ください。
問い合わせは　環境保全課（☎22−3413）へ

第３回生物多様性フォーラム
「ササユリの香りただよう伊島
　～森里川海ミニフォーラムin阿南市～」を開催

ササユリ保護活動のようす
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新
春
の
阿
波
路
を
駆
け
る
「
徳
島
駅
伝
」

が
、
１
月
４
日
か
ら
３
日
間
に
わ
た
っ
て
開

催
さ
れ
、
16
郡
市
の
ラ
ン
ナ
ー
が
健
脚
を
競

い
ま
し
た
。
阿
南
市
は
、
初
日
か
ら
上
位
争

い
を
演
じ
、
総
合
３
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し

た
。
ま
た
３
年
連
続
中
学
生
総
合
優
勝
、
女

子
総
合
優
勝
を
獲
得
し
、
さ
ら
な
る
栄
光
に

向
け
て
着
実
に
階
段
を
上
っ
て
い
ま
す
。

躍
進 

阿
南
市
が
３
位

頂
点
が
見
え
て
き
た
！

徳
駅

島
伝

第62回



個
々
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り

さ
ら
に
上
位
を
め
ざ
す

　

今
回
で
２
度
目
の
采
配
を
ふ
る
っ
た
森 

泰
英
監
督
が
、
解
団
式
で
今
大
会
の
総
括

と
、
来
年
に
向
け
て
の
意
気
込
み
を
語
り

ま
し
た
。

　
「
今
年
は
、
目
標
と
し
て
昨
年
よ
り
一

つ
で
も
順
位
を
上
げ
る
と
い
う
こ
と
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
初
日
は
ま
さ
か
の
２

位
、
２
日
目
は
秒
差
で
す
が
３
位
と
好
位

置
に
つ
け
ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
き
た
ら
３

位
入
賞
し
た
い
と
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
、

選
手
は
よ
く
走
っ
て
く
れ
、
周
り
の
ス

タ
ッ
フ
も
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
結

果
、
８
年
ぶ
り
の
総
合
３
位
、
ま
た
中
学

生
総
合
と
女
子
総
合
で
３
年
連
続
優
勝

で
き
ま
し
た
。
た
だ
、
ま
だ
２
位
、
優
勝

と
上
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
上
位
を
狙
う

に
は
個
々
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
大
事
で
す
。

明
日
か
ら
気
を
引
き
締
め
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。
力
強
い
ご
声
援
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
の
ご

指
導
、ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

受賞おめでとうございます
総合第３位、中学生総合優勝、女子総合優勝

優秀競技者賞
生田琉海 選手　阿南第二中学校２年　小林璃々 選手　羽ノ浦中学校２年
福良郁美 選手　富岡東高等学校３年　紀本大成 選手　阿南第一中学校３年
大前龍二 選手　羽ノ浦中学校３年　

新人賞　折野愛純 選手　新野中学校１年

区間賞
生田琉海 選手　阿南第二中学校２年　  4区（3.0㎞）、40区（3.0㎞）　
紀本大成 選手　阿南第一中学校３年　  7区（3.0㎞）
小林璃々 選手　羽ノ浦中学校２年　　15区（2.9㎞）、42区（3.0㎞）
大前龍二 選手　羽ノ浦中学校３年　　18区（3.0㎞）
谷口和人 選手　阿南中学校３年　　　19区（2.6㎞）
福良郁美 選手　富岡東高等学校３年　21区（4.6㎞）
森　泰英 選手　日亜化学工業㈱　　　29区（7.5㎞）
折野愛純 選手　新野中学校１年　　　32区（1.6㎞）、39区（2.9㎞）  
國行麗生 選手　東海大学２年　　   　36区（7.3㎞）　

最終日、小松島市
や鳴門市と上位争
いを繰り広げる中、
36区で区間賞を
獲得する走りを見
せた國行選手。実
は３日前に箱根駅
伝６区での１時間
を超す激走により、
足裏にマメができ、
疲労が溜まってい
たが、チームのた
めテーピングを巻いて出場。「力を出し尽
くした。足の痛みは、集中していたので感
じなかった。チームに貢献できて良かった」
と笑顔で話しました。

國行麗生 選手
（東海大学 2 年）

激走で３位入賞に貢献
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太
平
洋
戦
争
の
終
戦
前
、
広
島
市
へ
の
原

子
爆
弾
の
投
下
か
ら
奇
跡
的
に
生
き
残
っ
た

被
爆
ピ
ア
ノ
、
通
称
「
ミ
サ
コ
の
ピ
ア
ノ
」

を
使
っ
た
コ
ン
サ
ー
ト
が
見
能
林
、
富
岡
、

津
乃
峰
小
学
校
と
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

見
能
林
小
学
校
で
は
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
山

本
貴
子
さ
ん
（
徳
島
市
）
が
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
の
「
月
光
」
を
、
１
～
６
年
生
の
児
童
32

人
が
童
謡
「
か
え
る
の
う
た
」
や
「
お
ひ
さ

ま
キ
ラ
キ
ラ
」、
練
習
曲
「
清
い
流
れ
」
な

ど
の
曲
を
演
奏
。
市
役
所
で
は
、
ピ
ア
ニ
ス

ト
の
松
村
周
作
さ
ん（
牟
岐
町
）が
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
の
「
エ
リ
ー
ゼ
の
た
め
に
」
や
菅
野

よ
う
子
の
「
花
は
咲
く
」
ほ
か
５
曲
、
阿
南

中
３
年
の
高
田
真
佑
さ
ん
が
シ
ョ
パ
ン
の

「
ノ
ク
タ
ー
ン
第
20
番　

嬰
ハ
短
調（
遺
作
）」

を
そ
れ
ぞ
れ
演
奏
す
る
と
、
観
客
は
目
を
閉

じ
る
な
ど
し
て
じ
っ
く
り
と
ピ
ア
ノ
の
音
色

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
ミ
サ
コ
の
ピ
ア
ノ
」
は
、
１
９
４
５
年

８
月
６
日
、
広
島
市
に
原
子
爆
弾
が
投
下
さ

♪３年生♪　長尾柊哉さん

被爆ピアノなのにちゃんと
音が出てすごいなと思いま
す。今まで平和について考
える機会があまりなかった
ので、勉強になりました。

♪２年生♪　滝沢羽菜さん

間近で見るとピアノの鍵
盤が黄色くて、本当に原
子爆弾が落ちた場所に
あったものなんだという
ことを実感しました。

♪ 1 年生♪　谷 在温さん

最初は被爆ピアノと聞い
てなんとなく怖いイメー
ジを持っていたけど、弾
いてみるとすごく柔らか
くてきれいな音でした。

被爆ピアノを演奏した
見能林小児童の

皆さんの声

被爆ピアノ
コンサート
in阿南
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れ
た
際
、
当
時
の
所
有
者
だ
っ
た
ミ
サ
コ
さ

ん
の
自
宅
、
爆
心
地
か
ら
１
・
８
キ
ロ
の
場

所
で
被
爆
し
ま
し
た
。
ピ
ア
ノ
を
託
さ
れ
た

調
律
師
の
矢
川
光
則
さ
ん
（
63
歳
・
広
島
市
）

は
、
10
年
以
上
前
か
ら
ピ
ア
ノ
と
と
も
に
全

国
各
地
を
回
り
、
被
爆
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催
し
て
い
ま
す
。「
音
が
出
る
よ
う
一

部
を
修
復
し
た
以
外
、
ピ
ア
ノ
は
全
て
被
爆

当
時
の
ま
ま
。
被
爆
ピ
ア
ノ
を
間
近
で
見
て
、

弾
い
て
、
音
色
を
聞
く
こ
と
で
、
平
和
の
尊

さ
や
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
に
つ
い
て
考
え
る

き
っ
か
け
に
し
て
ほ
し
い
で
す
」
と
活
動
に

か
け
る
思
い
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
を
前
に
、
児
童
の
皆
さ
ん
は

千
羽
鶴
を
折
り
、
矢
川
さ
ん
に
贈
り
ま
し
た
。

折
り
紙
は
、
広
島
平
和
記
念
館
に
奉
納
さ
れ

て
い
た
千
羽
鶴
を
再
利
用
し
た
紙
が
使
わ
れ

た
ほ
か
、
費
用
は
市
民
の
寄
付
で
ま
か
な
わ

れ
、
一
羽
一
羽
に
平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

込
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

被
爆
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会
の

美
馬
育
子
さ
ん
（
73
歳
・
津
乃
峰
町
）
は
、「
被

爆
し
た
当
時
、
ミ
サ
コ
さ
ん
は
17
歳
で
、
ピ

ア
ニ
ス
ト
を
夢
見
る
女
の
子
で
し
た
。
し
か

し
そ
の
夢
は
原
子
爆
弾
に
よ
っ
て
絶
た
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
原
子
爆
弾
が
人
命
だ
け
で
な

く
彼
女
ら
の
将
来
の
夢
や
希
望
ま
で
も
奪
っ

た
と
い
う
事
実
を
、
コ
ン
サ
ー
ト
に
ご
参
加

い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
は
肌
で
感
じ
て
も
ら

え
た
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

矢
川
さ
ん
の
手
に
よ
っ
て
息
を
吹
き
返
し

た
被
爆
ピ
ア
ノ
。
た
く
さ
ん
小
さ
な
傷
が
付

い
た
側
面
が
、
少
し
黄
ば
ん
だ
鍵
盤
が
、
そ

の
美
し
い
音
色
が
、
阿
南
市
民
に
も
平
和
の

大
切
さ
を
伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。

♪６年生♪　清田絢衣さん

亡くなった方の無念さや悲
しみが伝わってきました。
戦争や原子爆弾について
もっと知るため、原爆ドー
ムにも行ってみたいです。

♪５年生♪　中島斗亜さん

触った瞬間、ミサコさんの
思いに触れて、やさしい曲
が弾ける気がしました。もっ
とたくさんの方にピアノの音
色を聞いてほしいです。

♪４年生♪　森　将貴さん

全校生徒の前で演奏するの
は緊張しました。普通のピア
ノより手触りがざらざらして
いて、とても古い木でできて
いるんだなあと驚きました。
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ニュースオアシス

阿南市人権フェスティバルに
1000人が来場

「第19回阿南市人権フェスティバル」が開催さ
れ、会場の文化会館や富岡公民館は約1000人
でにぎわいました。来場者は、講談師・神田香
織さんの『講談「はだしのゲン」「チェルノブ
イリの祈り」を語り続けて、今故郷福島は』と
題した講演や人権啓発標語・ポスター及び人権
作文表彰式、阿南一中生によるお茶席などを楽
しみながら、人権への理解を深めました。

12/20

12/15
那賀川町女性会議のかかしが
大分県のコンクールで１位に

那賀川町女性会議の皆さんが作成した15体の
「婚活推進かかし」が、大分県豊後大野市の道
の駅原尻の滝で開催された「かかしコンクール」
で観光客からの人気投票１位に輝きました。か
かしは、昨年の那賀川町文化祭のため制作され
たもので、活竹祭や牟岐・出羽島アート展など
で展示されたのち、メンバーのひとりと縁のあ
る大分県豊後大野市へと “ お嫁入り ” していま
した。人気投票１位おめでとうございます！
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阿南ロータリークラブ主催の「一輪車競技大会」
が県南部健康運動公園で開催され、阿南市、那
賀町の19校243人の小学生が参加しました。児
童の皆さんは上手にバランスをとって一輪車を
操り、その速さを競いました。低学年100メー
トル走 個人の部で１位に輝いた仁木愛花さん

（宝田小２年）は、「うれしいです。練習を頑張
ったかいがありました」と喜んでいました。

新春恒例の一輪車大会
小学生が練習の成果競う

1/10

光の祭典
阿南の聖夜を彩る

「ルミナスタウンプロジェクト2015クリスマ
ス」が、牛岐城趾公園で12月23日から３日間
開催されました。会場では、高さ約６メートル
の竹製の球体「おもいだま」がＬＥＤの光を放
つなど、幻想的な雰囲気に包まれていました。
また、ステージでは、クリスマスライブや阿南
青年会議所による「プロジェクションマッピン
グ」などが行われていました。

12/25

「阿南二市三郡軟式野球大会」
第70回記念事業が開催される

プロ野球日本一の福岡ソフトバンクホークスから
藤井康雄コーチ・高田知季内野手・千賀滉大投手
を招いた講演会と野球教室が新野中学校グラウン
ドなどで開催されました。藤井コーチらはトレー
ニング方法などをわかりやすく説明。参加者は熱
心に指導を受けていました。本事業は、「阿南二
市三郡軟式野球大会」の第70回記念事業として
新野体育協会が主催しました。

12/20

「高齢者等見守り活動に関する
協定」を２社と締結

本市は、株式会社とくし丸と生活協同組合とくし
ま生協の２社とそれぞれ「高齢者等見守り活動に
関する協定」を締結しました。買い物弱者に食
料品等の移動販売や宅配を行っている２社は、
日常業務で高齢者に接することが多く、ようすに
変わった点や気が付いた点がある場合に市役所
へ連絡していただくことで不測の事態を未然に防
ぐなど、地域の安心・安全を見守ります。

1/8
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あなん
カルチャー

　　　～次世代の邦楽界を負う
若手とマリンバのコラボ～　　　　

日時　２月28日㈰　13:30開演（13:00開場）
場所　コスモホール（情報文化センター）
出演者　中村雅楽晶、成川雅富美、有月雅由伎、藤本 

尚山、泥川佳余子、成川花音、佐々木健人、
庄野文哉

特別出演　久米見奈子（マリンバ）
　　　　　羽ノ浦小学校　箏クラブ　　　　
演奏曲　中空砧、祇園精舎、春三題、夕焼け小焼け変

奏曲　Chain、マリンバの時、ルパン三世
入場料　無料　
問い合わせは　情報文化センター（☎44－5000）へ

■ 邦楽への招待Vol.16　未来への輝き

阿南市出身の作家北條民雄の生誕100周年と阿南市合
併10周年を記念して、「北條民雄文学賞」を創設しま
した。
この文学賞により、ハンセン病や人権問題に対する理
解が進むとともに、北條民雄の作品や業績を顧みるき
っかけになることを願って作品を募集しています。
テーマ　「北條民雄」もしくは「ハンセン病」
応募締切　２月29日㈪（当日消印有効）
選考委員　原田大二郎（俳優）、髙山文彦（作家）

旺季志ずか（脚本家）
※応募要項等くわしくは、市ホームページをご覧くだ
さい。

応募先・問い合わせは　〒774-0030　
富岡町西池田135番地 1　文化振興課（☎22－1798）へ

■ 「北條民雄文学賞」作品募集中 !!

懐かしく、親しみやすい
マンドリンの演奏を存分
にお楽しみください。

日時　３月４日㈮ 
　　　18:30 開演（18:00 開場）
場所　コスモホール
　　　（情報文化センター）
ゲスト　う～み
入場料　【全席自由】

2,500円（当日500円増し）
★お得なセット券を発売しています　　
・2枚セット　4,500円　
・3枚セット　6,000円

チケット販売場所　情報文化センター、文化会館、市
民会館、ミリカホール、平惣書店ほか

問い合わせは　情報文化センター（☎44－5000）へ

■ 明治大学マンドリン倶楽部演奏会

日時　２月28日㈰　15:00開演（14:00開場）
場所　夢ホール（文化会館）　
入場料　 3,500円【全席指定】

※当日券は500円増し
※３歳未満の方の入場はご遠慮ください。

問い合わせは　文化会館（☎21－0808）へ

■ 秋川雅史コンサート

セ
ン
タ
ー

科
学

わ
く
わ
く
科
学
の
広
場

「
フ
ワ
フ
ワ
鳥
を
作
ろ
う
」（
無
料
）

日
時 

２
月
11
日
㈷　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

40
分
、
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

内
容　
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
ペ
ー
パ
ー
を
使
っ
て
、

よ
く
飛
ぶ
鳥
を
作
り
ま
す
。
子
供
向
け
の
簡
単

な
工
作
で
す
。

参
加
方
法　
予
約
不
要
。
当
日
、
実
施
時
間
内

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

夜
間
天
体
観
望
会
（
有
料
・
要
予
約
）

実
施
日
時　
毎
週
土
曜
日
の
午
後
６
時
～
、
７

時
～
、
８
時
～
（
１
日
３
回
）

参
加
料　
大
人
３
０
０
円
、
高
校
生
２
５
０
円
、

小
中
学
生
２
０
０
円
、
幼
児
無
料

ホームページ　http://www.ananscience.jp/science/
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お
も
し
ろ
科
学
実
験
（
無
料
）

　

毎
週
土
、
日
曜
日
の
午
前
11
時
～
、
午
後
２

時
20
分
～
の
２
回
実
施
。

２
月
の
予
定

６
日
㈯　

火
あ
ぶ
り
ビ
ニ
ー
ル
袋
の
秘
密

７
日
㈰　

電
気
に
つ
い
て
調
べ
よ
う

13
日
㈯　

グ
ロ
ー
ラ
ン
プ
の
仕
組
み
を
知
ろ
う

14
日
㈰　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
を
走

ら
せ
よ
う

20
日
㈯　

体
験
し
て
み
よ
う「
科
学
マ
ジ
ッ
ク
」

21
日
㈰　

秘
密
の
文
字
を
読
み
取
ろ
う

27
日
㈯　

ブ
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ト
で
遊
ぼ
う

28
日
㈰　

超
簡
単
な
モ
ー
タ
ー
を
作
ろ
う

デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム（
無
料
）

　

土
、
日
曜
日
、
祝
日
の
午
後
１
時
30
分
～
、

３
時
～
の
２
回
実
施
。

２
月
の
テ
ー
マ
「
今
夜
の
星
空
と
長
寿
の
星
カ

ノ
ー
プ
ス
」（
２
月
28
日
㈰
ま
で
）

　

南
の
超
低
空
に
見
え
る
一
等
星
「
カ
ノ
ー
プ

ス
」
に
つ
い
て
、
い
つ
観
察
で
き
る
か
、
ま
た

ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
か
な
ど
お
話
を
し
て

い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42

－

１
６
０
０
）
へ

２
月
の
休
館
日

１
日
㈪
、
８
日
㈪
、
15
日
㈪
、
22
日
㈪
、

29
日
㈪

阿
南
市
の
文
化
財

阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会

会
長　

湯　
浅　
良　
幸

江
戸
時
代
の
貨
幣
制
度（
下
）

　

江
戸
時
代
の
貨
幣
制
度
は
、
金
・
銀
・

銭
の
三
貨
で
成
り
立
っ
て
い
た
。
当
初
、

幕
府
は
金
貨
を
上
級
武
士
、
銀
貨
を
下
級

武
士
、
銭
貨
を
庶
民
に
格
付
け
し
て
い
た
。

　

例
え
ば
、
褒ほ

う
し
ょ
う賞
と
し
て
上
級
武
士
に
は

金
貨
、
下
級
武
士
に
は
銀
貨
、
庶
民
に
は

銭
貨
が
与
え
ら
れ
て
い
た
。
罰
金
を
支
払

う
に
し
て
も
庶
民
に
は
ど
ん
な
高
額
で
あ

っ
て
も
、
銭
貨
を
使
用
さ
せ
た
。

　

も
っ
と
も
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
公
の
場

合
で
あ
っ
て
日
常
の
取
引
に
は
三
貨
を
混

用
し
た
。

　

し
か
し
、
現
実
に
店
を
構
え
た
大
工
・

左
官
な
ど
に
は
銀
勘
定
。
日
雇
人
足
に
は

銭
で
支
払
わ
れ
た
。

　
「
江
戸
は
金
使
い
」「
上
方
で
は
銀
使
い
」

と
言
わ
れ
た
よ
う
に
江
戸
で
は
金
貨
、
上

方
（
大
坂
）
で
は
銀
貨
を
使
っ
た
。

　

三
貨
の
交
換
比
率
は
寛
永
年
間
（
一
六

二
四

－

四
三
）
に
金
一
両
＝
銀
六
十
丁
匁

＝
銭
四
貫
文
と
定
め
、
江
戸
時
代
を
通
じ

て
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

　

金
貨
に
大
判
が
あ
る
。
一
般
に
大
判
十

両
と
言
わ
れ
る
が
、
正
味
は
七
両
二
分
程

度
で
あ
る
。
大
判
は
儀
礼
用
・
贈
答
用
に

使
わ
れ
て
い
た
か
ら
い
わ
ゆ
る
通
貨
で
は

な
い
。

　

金
貨
の
基
準
と
言
え
ば
小
判
で
あ
る
。

小
判
一
枚
の
二
分
の
一
が
二
分
判
で
あ
る
。

四
分
の
一
が
一
分
判
で
あ
る
。
一
朱
は
一

両
の
十
六
分
の
一
で
あ
る
。

　

銀
貨
は
秤ひ

ょ
う
り
ょ
う量
貨
と
し
て
丁
銀
、
豆
板
銀

（
小
粒
）
切
り
銀
と
表
記
貨
と
し
て
の
五

匁
銀
、
二
朱
判
銀
、
一
朱
銀
、
一
分
銀
が

あ
っ
た
。
丁
銀
は
銀
塊
で
、
重
さ
四
十
三

匁
で
あ
る
。
五
匁
銀
（
明
和
二
年
発
行
）

十
二
枚
で
金
一
両
、
二
朱
銀
（
宝
永
元
年

発
行
）
八
枚
で
金
一
両
に
換
え
ら
れ
た
。

　

銭
貨
で
は
寛
永
通
宝
、
文
銭
、
元
字
銭

に
も
二
文
銭
が
あ
り
、
四
文
通
用
の
文
久

永
宝
、
十
文
通
用
の
宝
永
通
宝
、
百
文
通

用
の
天
保
通
宝
な
ど
が
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
金
・
銀
・
銭
の
交
換
比
率
に

は
変
動
が
あ
っ
た
。
交
換
に
相
場
が
立
っ

た
。「
銀
相
場
」
と
い
い
交
換
を
取
扱
っ

た
の
が
「
両
替
屋
」
で
あ
る
。
江
戸
で
は

神
田
・
浅
草
・
芝
・
四
谷
・
本
郷
に
多
く

あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
だ
ん
だ
ん
と
店
が
増
え
た
の

で
享
保
三
（
一
七
一
八
）
年
に
は
両
替
屋

を
三
百
軒
に
制
限
し
た
。

　

両
替
に
は
一
定
の
手
数
料
を
要
し
た
。

し
か
し
、
両
替
屋
は
金
貸
し
業
を
兼
ね
て

い
た
の
で
財
を
な
す
者
が
多
か
っ
た
。

　

天
保
通
宝
は
当
百
文
だ
っ
た
。
し
か
し
、

実
際
に
は
寛
永
通
宝
一
文
銭
の
六
、
七
倍

の
重
さ
し
か
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
百
文

と
し
て
扱
わ
れ
な
か
っ
た
。

　

幕
府
が
潰
れ
明
治
政
府
が
誕
生
す
る
と

単
位
両
は
円
と
変
わ
っ
た
。
天
保
通
宝
は

一
銭
に
も
充
た
な
い
八
厘
と
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
、「
天
保
八
厘
」
と
い
う
言
葉

が
生
ま
れ
た
。
図
体
だ
け
が
大
き
く
て
頭

が
詰
ま
っ
て
い
な
い
者
を
「
八
厘
」
っ
て

言
う
よ
う
に
な
っ
た
。
安
政
六
（
一
八
五

九
）
年
に
鋳
造
さ
れ
た
安
政
二
朱
銀
（
バ

カ
二
朱
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
評
判
が
悪
く

て
わ
ず
か
二
十
三
日
で
通
用
が
中
止
さ
れ

た
。明
治
四
年
に
発
行
さ
れ
た
旧
金
貨（
例

五
円
金
貨
。
八
・
三
三
二
グ
ラ
ム
）
は
明

治
三
十
年
に
発
行
さ
れ
た
新
金
貨
（
例
五

円
金
貨
。
四
・
六
六
六
グ
ラ
ム
）
に
対
し

額
面
の
二
倍
で
通
用
さ
れ
た
。	

（
続
く
）

参
考　

稲
垣
史
生
著　
「
時
代
考
証
辞
典
」

阿
南

 

ふ
る
さ
と探

訪
其
の
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よ
り
世
界
中
で
行
わ
れ
て
い
る
藍

染
で
す
が
、
そ
の
風
土
に
よ
っ
て

使
う
原
料
が
変
わ
り
ま
す
。
日
本

で
は
タ
デ
科
の
植
物
を
使
っ
て
染

め
る
と
い
う
こ
と
を
こ
ち
ら
に
来

て
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
藍
が
め

に
咲
い
た
「
藍
の
花
」
を
見
た
時

の
感
動
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
日

本
人
の
先
祖
が
大
切
に
し
て
き
た

藍
、
見
ら
れ
て
良
か
っ
た
で
す
。

　

ま
た
、
天
皇
が
即
位
し
た
後
、

初
め
て
行
う
収
穫
祭
で
あ
る
大
嘗

祭
で
献
上
さ
れ
る
麁あ

ら
た
え

服
衣
も
、
徳

島
県
産
の
精
麻

で
作
ら
れ
て
い

ま
す
。
今
は
作

る
こ
と
が
難
し

く
な
っ
た
麻
で

す
が
、
最
近
で

は
吉
野
川
市
で

麻
栽
培
を
再
開

す
る
動
き
が
あ

る
と
の
こ
と
で
、
こ
れ
を
機
に
麻

文
化
が
見
直
さ
れ
、
飛
躍
を
遂
げ

れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
日
本
人

が
大
切
に
し
て
き
た
も
の
が
あ
る

徳
島
県
は
、
他
県
か
ら
き
た
私
か

ら
み
る
と
魅
力
が
い
っ
ぱ
い
あ
り

ま
す
。
新
し
い
も
の
ば
か
り
に
流

さ
れ
ず
、
古
き
良
き
文
化
を
子
ど

も
た
ち
に
も
伝
え
、
生
活
に
生
か

し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

次
は
、
上
中
町
の
多
喜
田
真
澄

さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

阿
南
市
文
化
祭
短
歌
大
会
選

短
　
歌

入
選　
　
　
　
　
　

	

小
西　

千
恵

流
れ
出
る
新
米
さ
っ
と
手
に
受
け
て
メ
ガ
ネ
を
は
ず

し
じ
っ
と
見
つ
め
る

入
選　
　
　
　
　
　

	

京
寛　

幸
美

ど
っ
と
笑
う
声
響
き
た
り
二
人
居
に
お
盆
の
一ひ

と

日ひ

娘こ

や
孫
も
来
て

入
選　
　
　
　
　
　

	

入
谷
五
十
鈴

一
夏
を
拘
束
さ
れ
て
動
か
せ
ぬ
右め

手て

に
代
わ
り
て
健

気
な
左ゆ

ん
て手

入
選　
　
　
　
　
　

	

金
本
ひ
ろ
み

猫
車
に
妹
乗
せ
て
男
子
生
徒
は
ラ
ジ
オ
体
操
の
境
内

に
来
た
り

入
選　
　
　
　
　
　

	

喜
来
富
士
子

越
え
て
来
し
故
郷
の
川
の
匂
い
し
て
焼
か
れ
し
鮭
は

伊
万
里
の
皿
に

佳
作　
　
　
　
　
　

	

真
田
美
代
志

死
亡
欄
に
昔
の
彼
の
名
前
あ
り
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
ぴ
り

心
が
揺
れ
る

佳
作　
　
　
　
　
　

	

小
田　

和
子

本
堂
に
読
経
と
蝉
の
コ
ラ
ボ
し
て
永
代
供
養
の
ま
っ

只
中
に

阿
南
市
俳
句
連
合
会
選

俳
　
句

品
川　

重
晴

ね
ん
ご
ろ
に
古
き
も
の
捨
て
年
惜
し
む

　

私
は
和
歌
山
県
か
ら
徳
島
県
に

嫁
い
で
き
ま
し
た
。
初
め
て
来
た

時
、
徳
島
県
の
独
特
の
文
化
に
驚

い
た
の
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

８
月
の
お
盆
の
頃
で
し
た
。
阿
波

踊
り
の
練
習
前
の
若
い
女
性
た
ち

が
ゆ
る
ゆ
る
と

歩
い
て
い
る
姿

に
目
を
奪
わ
れ
、

徳
島
県
が
持
つ

文
化
に
引
き
つ

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

和
歌
山
港
か

ら
徳
島
県
に
着

く
と
、
あ
っ
た
か
い
風
と
緩
や
か

な
雰
囲
気
の
土
地
が
心
地
よ
く
感

じ
ま
し
た
。
ス
ー
パ
ー
に
置
い
て

あ
る
花
の
周
り
に
大
き
な
ア
ゲ
ハ

チ
ョ
ウ
が
飛
ん
で
い
る
、
こ
ん
な

何
げ
な
い
こ
と
で
さ
え
徳
島
県
の

自
然
の
豊
か
さ
を
感
じ
ま
す
。

　

藍
染
は
世
界
各
地
に
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
文
化
を
日
本
で
継
承
し

て
い
る
の
が
徳
島
県
で
す
。
今
後

も
世
界
に
発
信
し
て
い
け
る
大
き

な
宝
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
古
来

　
　

峰　
　

敏
勝

句
座
ほ
ど
け
十
八
番
一
節
年
忘
れ

　
　
　
　
　
　
　
　

東
條　

明
宏

霜
柱
踏
ま
る
音
ま
で
儚
な
け
れ

　
　
　
　
　
　
　
　

神
野　

ゆ
き

松
が
枝
に
冬
の
月
有
り
ギ
タ
ー
の
音

　
　
　
　
　
　
　
　

工
藤
千
鶴
子

赤
蕪
も
色
ど
り
に
良
し
三
杯
漬

　
　
　
　
　
　
　
　

神
野
千
鶴
子

墨
匂
う
命
名
「
希
歩
」
と
冬
牡
丹

吉
崎　

晶
子

マ
フ
ラ
ー
を
巻
い
て
埋
れ
る
丸
き
顔

小
西　

晴
美

色
深
く
雨
に
し
っ
と
り
冬
紅
葉

東
條　

当
子

風
に
色
見
せ
て
は
銀
杏
黄
葉
散
る

宇
川　

延
子

穏
や
か
な
日
差
し
の
朝
や
笹
子
鳴
く

阿
南
川
柳
会
髙
木
旬
笑
選

川
　
柳

	

滝
川　

太
郎

め
り
は
り
が
あ
る
方
が
好
き
人
と
風

　
　
　
　
　
　
　
　

田
上　

鶴
子

贅
沢
な
一
日
暇
を
持
て
余
す

　
　
　
　
　
　
　
　

武
田　

敏
子

女
子
会
へ
今
日
は
少
う
し
軽
い
足

　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
レ
イ
子

迎
え
撃
つ
も
の
の
ひ
と
つ
に
認
知
症

　
　
　
　
　
　
　
　

岩
佐
ま
さ
よ

幼
に
も
弱
み
を
見
せ
ぬ
意
地
が
あ
る
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問い合わせは　那賀川図書館（☎42－3111）へ

移動図書館車「ひまわり号」
巡回日 巡　回　場　所 時　間
  4日㈭ 上 中 分 館 前 14:30～15:00

長 生 公 民 館 前 15:30～16:00
  9日㈫ 新 野 公 民 館 前 14:00～14:30
　 見 能 林 公 民 館 前 15:30～16:00

10日㈬ 加 茂 谷 公 民 館 前 15:00～15:30
12日㈮ 椿 公 民 館 前 14:00～14:30
　 椿 泊 漁 協 前 15:00～15:30

18日㈭ 山 口 分 館 前 14:00～14:30
大 潟 分 館 前 15:00～15:30

巡回日 巡　回　場　所 時　間
19日㈮ 老人ホーム福寿荘前 10:30～11:00

中央病院阿南荘前 13:30～14:00
琴 江 荘 前 14:00～14:30
桑野コミュニティセンター前 15:00～15:30

25日㈭
　
　

橘 防 災 公 園 入 口 14:00～14:30
橘 団 地 前 15:00～15:30
福 井 公 民 館 前 16:00～16:30

※雨天の場合は日程を変更することがあります。

２月の巡回日程

阿南市立図書館だより
２月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

阿 南 図 書 館
9:00〜18:00

土日は17:00まで
休 ☆ 休 休 ☆ 休 ☆ 休 ★ 休 ☆ 休

那賀川図書館
10:00〜18:00

蔵書点検による
特別休館日 ◎ ☆ 休 休 ◎ ☆ 休 ◎ ☆ 休 休 ◎ ☆ 休

羽ノ浦図書館
10:00〜18:00 休 ☆ 休 ☆ 休 休 ☆ 休 休 ☆ 休

カレンダー中のマーク　休…休館日　☆…おはなし会　★…ぴよちゃんくらぶ　◎…中学生によるピアノ演奏 　

那賀川図書館　☎ 42－3111ＦＡＸ 42－3299

☆おはなし会・おはなしのポケット主催
　（毎週日曜日）　11:00～
◎中学生によるピアノ演奏
　（毎週土曜日）　10:00～[約10分間]
◆阿波公方の苑（図書館前庭）美化作業
　２月はお休みです

羽ノ浦図書館　☎ 44－2100ＦＡＸ 44－2099

☆おはなし会・こすもすおはなし会主催
　（毎週土曜日）　14：00～

阿 南 図 書 館　☎ 23－2020ＦＡＸ 23－6814

☆おはなしひろば・ひまわり主催
　（毎週日曜日）　10:30～11:30
★ぴよちゃんくらぶ
　赤ちゃん（０～３歳）のためのおはなし会
　（第２・第４木曜日）　10:30～11:00  
　※２月は第４木曜日だけです

ＮＨＫ大河ドラマ「天地人」や、阿南を舞台にした創作ミュー
ジカル「新開桜」の原作者、火坂雅志氏。２月26 日の一周忌
にあたりパネル展を開催します。火坂氏の書籍をはじめ、貴重
な遺品（生原稿や万年筆等）も展示します。ぜひご覧ください。
日時　２月24日㈬～３月13日㈰　開館時間内
場所　那賀川図書館　市民ギャラリー　

火坂雅志パネル展 ～阿南市との縁より～ 開催

国立国会図書館の「図書館向けデジタル化資料送信サービス」
が利用できるようになります。
・どんなサービス？

国立国会図書館がデジタル化した資料のうち、絶版等
の理由で入手困難な資料（約 137 万点）を、公共図書
館等で閲覧・複写ができるサービスです。

・利用するには？
阿南市立図書館で、利用者登録が必要です。
カウンターで、職員にお申し出ください。

・複写するのは？
著作権法３１条の範囲内で複写可能です。

（白黒１枚10円、カラー１枚80円）

国立国会図書館の資料を阿南図書館で！
２月２日スタート
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市民の情報ひろば市民の皆さまや各種団体から寄せられた情報です。

ポリテクセンター徳島
職業訓練生募集
募集訓練科　

▼電気設備技術科（６カ月）

▼住宅リフォーム技術科（６カ月）
訓練期間　４月４日㈪～９月30日㈮
対象　公共職業安定所に求職の申込みをし
ている方など（選考あり）
受講料　無料（テキスト代等は必要）
募集期間　２月１日㈪～３月７日㈪
問 ポリテクセンター徳島
　 （☎088－654－5102）へ

阿南市婦人連合会
第６回大運動会開催
みんな集まれ！寒さなんかぶっ飛ばせ！パ
ワー全開婦人会！
日時　２月20日㈯　10:00～
場所　スポーツ総合センター
参加費　無料
申込方法　各地域の婦人会会長までご連絡

ください。
問 阿南市婦人連合会　渡守
　 （☎26－1302）へ

赤ちゃんと
ママの
ふれあい講座
●ベビースキンケア教室
寒い冬、カサカサお肌にならないように正
しい保湿の知識を学ぼう！
日時　２月12日㈮　10:00～11:00
●ファーストサイン教室
まだおしゃべりが上手にできなくても、お
互いの気持ちを伝えあおう！
日時　２月19日㈮　10:00～11:00

〈共通事項〉
対象　０～２歳までの親子５組
場所　那賀川社会福祉会館２階
参加費　1,500円
※要予約
問 RTA指定スクールRomaly　金光
　 （☎24－8710）へ

【講演会のお知らせ】
ホントにこころが通う夫婦って？
−男性学入門講座−
「オトコとオンナの間には～暗くて深い河
がある～♪」は昔の話。ジェンダー（社会
的性別）を理解して、今よりもっとのびの
び生きたい、お互い解りあいたいと思う方、
必見の講座です。男性お一人、カップルで
の参加も大歓迎。
日時　２月13日㈯　13:00開場
　　　13:30～15:00
場所　富岡公民館２階
講師　大山治彦さん（四国学院大学教授）
問 パープルシードあなん（紫の種を蒔く
会）青木（☎090－1172－6300）、福
本（☎090－1327－4199）へ

高校生のための
英語活動ひろば
ＡＣＥ（エース）

学校で習った知識を総動員して、ALTたち
と英語活動ができる場所です。身近な事柄
や時事ニュースを英語で何というのか、ま
たALTとの交流や外国の文化に興味がある
人はぜひ参加してください。１人での参加
も大歓迎です。
日時　２月28日㈰　14:00～16:00
　　　（２カ月に１回活動しています）
場所　富岡公民館１階　図書室
対象　高校生　　参加費　無料
問 英語活動ひろばＡＣＥ事務局
　 土井（☎23－5875）へ　※19:00以降

商業活性化事業

第５回“阿南まちゼミ”2016冬
開催決定!!
商店街の店主やスタッフが講師となり、プ
ロならではの専門知識や技術・コツを無料
で教えてくれるゼミナール “ 阿南まちゼ
ミ ”が開催されます。
毎回受講者にはご満足いただき、大好評の
結果となりました。商店主も個店の経営改
善やお客さまの目線や考え方を知るきっか
けとなり、満足いただけたことへの喜びを
次回開催への意欲として、90％の参加店
舗が継続を希望していました。販売は絶対
いたしません。ぜひ、ご参加ください。
期間　２月７日㈰～３月６日㈰
場所　富岡商店街周辺　 講座数　25講座
申込期間　２月１日㈪～
申込方法　各参加店舗へ直接電話で予約し

てください。
※くわしくは、広報あなん２月号折込チラ
シをご覧ください。チラシは阿南市役所、
市立図書館、公民館などでも配布していま
す。また、阿南商工会議所ホームページに
も掲載中です。
問 阿南商工会議所　業務課
　 （☎22－2301）へ職業訓練を受講して早期就職を

めざそう!!
ご自身の希望や求人の状況などと合わせて
「職業訓練」でスキルアップを図る方法を
ハローワーク職員と一緒に考えていきまし
ょう！
「自分はどんな職業訓練が受けられるのだ
ろう？」と思っている方はハローワークの
訓練相談窓口をお尋ねください。
雇用保険を受給できる人もできない人も、
公共職業訓練・求職者支援訓練などさまざ
まな職業訓練を準備しています。ハローワ
ークの訓練相談窓口を有効活用して、就職
に向けての能力開発を図りましょう。
また、徳島労働局ホームページには「募集
中の 訓練一覧」を掲載しています。
くわしくは、お問い合わせください。
問 ハローワーク阿南（☎22－2016）へ

チャリティーダンスパーティー
第15回「ダンスの集い」記念大会
新野・田中ペアのプロデモンストレーショ
ンがあります。また男女学生パートナーが
数人同行し、デモンストレーションを行い
ます。多数ご参加ください。
日時　２月７日㈰　12:00～16:00
場所　ひまわり会館 2階　ふれあいホール
会費　1,000円　　
主催　国際ソロプチミスト阿南
問 阿南市文化協会所属
　 マドンナダンスクラブ　吉田
　 （☎27－0154）へ

陸上競技選手を募集
全国大会での活躍をめざしている長距離選
手を募集します。
対象　小・中学生
練習時間　平日17:30～19:00
　　　　　※土日祝日は時間変更あり
場所　橘港中浦緑地グラウンドほか
問 阿南ＲＣ 山崎秀行
　 （090－7783－7421）へ

高校生による邦楽発表会
阿南工業高校音楽部と、富岡西高校・富岡
東高校羽ノ浦校箏曲部による邦楽発表会を
行います。
阿南工高は「三味線」、富岡西高と羽ノ浦
校は「箏」の部活動に取り組んでおり、1
年間の活動のまとめとして合同で発表しま
す。３校の高校生たちが一生懸命演奏しま
すので、ぜひお聴きください。
日時　２月21日㈰　14:00開演

（13:30開場）
場所　富岡公民館
曲目　「SAKURA（さくら）」、「雪花」、寅
さんでおなじみの「男はつらいよ」など
※入場無料
問 富岡西高校箏曲部　松島
　 （☎22－0041）へ
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市民の情報ひろばへの掲載について
掲載を希望される方は、原稿と画像データを秘書広報課に電子メールでお送りください。４月号の締め切りは２月29日㈪です。
メールアドレス　hisho@city.anan.tokushima.jp

あかつき野球加盟チームを
募集します
あかつき野球（４月～11月の朝６時30分
から８時まで試合）大会に出場するチ―ム
を募集しますので、希望される方は２月
29日㈪までに下記に連絡してください。
優勝チームは全日本大会西日本大会に出場
できます。

問 あかつき野球連盟事務局
　 （☎090－4872－1719）へ

ちびっこ探険学校ヨロン島
参加者募集
期間　３月26日㈯～４月１日㈮（６泊７日）
場所　鹿児島県大島郡与論町
内容　海水浴、イカダ作り＆イカダこぎ、

野宿体験、リアル人生ゲームなど
対象　小学２～６年生（２月現在）
定員　日本人小学生200人、
　　　在日外国人小学生100人
参加費　136,000円（高松空港発着）
申込締切日　３月４日㈮
問 ㈶国際青少年研修協会
　 （☎03－6417－9721）へ

「相続登記はお済みですか」
月間相談会
日時　２月４日㈭　10:00～15:00
場所　文化会館　研修室２
内容　相続登記に関する相談
問 徳島県司法書士会
　 （☎088－622－1865）へ

交通遺児等育成資金貸付および
重度後遺障害者介護料支給

【交通遺児等へ育成資金貸付け】
義務教育修了まで育成資金（無利子）が借りられます。
対象者　自動車事故により死亡または重度後遺障害者となられた方の０歳から中学校卒業ま

でのお子さま
貸付金額　●一時金155,000円　●毎月10,000円又は20,000円　●入学支度金44,000円
返済期間　中学卒業後 20年以内

（高校・大学等に進学する場合は、卒業まで返済開始は猶予）
【重度後遺障害者へ介護料支給】
対象者　自動車事故が原因で、脳・脊髄または胸腹部臓器を損傷し重度の後遺障害を持った

ために、常時または随時の介護が必要な状態にある方
支給金額　①常時の介護が必要な方のうち「重度後遺障害診断書」で症状が「最重度」であ

ると認められた方：月額68,440円～136,880円 ②①以外で常時の介護が必要
な方：月額58,570円～108,000円 ③随時の介護が必要な方：月額29,290円～
54,000円

問（独）自動車事故対策機構徳島支所（☎088－631－7799）へ

遺言・相続・成年後見制度
無料相談会
日時　２月13日㈯　9:00～12:00
場所　ひまわり会館
内容　遺言の書き方、エンディングノート

とはなにか、相続の手続き、成年後
見制度などに関する相談

問 コスモス徳島（徳島県行政書士会内）
　 （☎088－679－4440）
 　土・日曜日は地域会員　花野
　 （☎090－3787－0305）へ

スポンジテニスを
してみませんか
スポンジボールを使った安全なテニスです。
気軽に楽しめます。
対象　一般の方
日程　毎週月、土曜日　20:00～22:00
場所　那賀川スポーツセンター　体育館
参加費　1回300円
申込方法　電話でご連絡ください。
問 和倶楽部　代表　西本
　 （☎090－9456－8933）へ

若者ＵＰプロジェクト
就職につながるパソコン講座
日本マイクロソフト㈱と協働したパソコン
講座でエクセルの基本操作を学びます。短
期集中でエクセルのパソコンスキルを身に
付けたい方にはぴったりの講座です。また
予約制で若者の就労相談も行っています。
対象　義務教育終了後15～39歳までの無

業の方　※学生不可
日時　２月16日㈫、17日㈬
　　　13:00 ～ 16:00
場所　富岡町玉塚 21番地里美ビル１階
　　　（南部ライフサポートセンター隣）
定員　５人　　受講料　無料
申込締切日　２月15日㈪　※要予約
問 とくしま地域若者サポートステーション
　 （☎088－602－0553）へ

行政書士による無料相談会
許認可手続きについて知りたい方は、ぜひ
ご相談ください。

日時　２月20日㈯　9:00～12:00
場所　ひまわり会館
相談内容　農地転用、建設業許可、開発許

可などの許認可手続き、相続な
どについて

問 徳島県行政書士会　徳島南部支部
　 支部長　花野（☎26－1157）へ

第８回県南
いきいきテニス大会
参加チーム募集
日時　３月13日㈰　9:00～17:00
※雨天の場合は20日㈰に延期
場所　南部健康運動公園テニスコート
試合　シニアチーム対抗戦
1チーム６人（男性４人、女性２人）
参加費　1チーム6,000円
申込期間　２月28日㈰まで
問 阿南市テニス協会　田井
　 （☎44－5290）へ

徳島駐屯地
開設 4 周年
記念行事

模擬戦や第14音楽隊による音楽演奏、戦
車の体験搭乗（先着順）などを行います。
日時　３月６日㈰　9:00～14:00
場所　陸上自衛隊徳島駐屯地（那賀川町）
内容　 ▼観閲式10:00～11:00 ▼訓練展示
等11:00～12:00 ▼装備品展示12:30～
14:00 ▼体験搭乗13:00～14:00（予定）
※雨天時は、行事を一部変更する場合があ
ります。駐車スペースには限りがあります。
満車の場合は、今津小学校グラウンドへ駐
車してください。（小学校前からシャトル
バスを運行）
問 陸上自衛隊徳島駐屯地 司令職務班
　 （☎42－0991　内線 202・203）へ

とことんじゃぽねすく
〜浪曲
日本の語り芸を世界に広めようと国際的に
活躍の春野恵子さん、大好評につき３回目
の登場です。言葉の力強さ、日本語の美し
さをご堪能ください。
日時　２月20日㈯　14:00～　
場所　文化会館　視聴覚室
演目　「神田松五郎」「天狗の女房」
出演　春野恵子、一風亭初月（三味線）
チケット　2,000円　当日2,500円

（小学生以上）
問 （特非）夢ホール市民協議会
　 夢つくりあなん（☎23－5599）へ
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健康いきいき情報

阿波踊り体操教室
日時　２月25日㈭　10:00～11:00
場所　ひまわり会館２階　ふれあいホール
講師　あなん阿波踊り体操愛好会
　　　（阿波踊り体操指導員）
対象　運動制限のない方（年齢制限なし）
持参物　飲み物、タオル、
　　　　健康手帳（無い方は交付します）

あなたのまちで
阿波踊り体操をしてみませんか！
阿波踊り体操指導員があなたのまちに伺い
ます。くわしくは、お問い合わせください。
問 保健センター（☎22－1590）へ

平成28年度「サポートママ」募集
こどもたちが好きな方で、乳幼児健診や相
談の場で子育て中のお母さん方を、サポー
トしてくださるボランティアを募集してい
ます。
募集期間　２月１日㈪～29日㈪
問 保健センター（☎22－1590）へ

集団の臨時婦人がん検診
※今年度最後の集団検診です。
実施日　３月８日㈫
受付　9:00～10:00、13:00～14:30
場所　ひまわり会館
内容　乳がん（要予約・保健センターへ）

骨粗しょう症検診

医療機関の婦人がん検診
次の検診が診療時間内において３月末まで
受診することができます。
■子宮頸がん検診 （２年に１回）
場所　阿南共栄病院（要予約）
　　　阿南医師会中央病院（要予約）
　　　木下産婦人科内科医院
　　　森本内科胃腸科
対象　20歳以上の女性の方
■乳がん検診　（２年に１回）
場所　阿南共栄病院（要予約）
　　　阿南医師会中央病院（要予約）
対象　40歳以上の女性の方
★子宮頸がん・乳がん検診は市外指定医療
機関でも受診できますが、問診票が必要で
す。くわしくはお問い合わせください。
問 保健センター（☎22－1590）へ

新病院の名称が決定しました
平成30年１月開院予定の、阿南共栄病院
と阿南医師会中央病院が統合して設置する
新病院の名称を募集しましたところ、多数
のご応募をいただきありがとうございました。
選考の結果、新病院の名称は「阿南医療センタ
ー」に決定致しましたので、お知らせします。
問 ＪＡ徳島厚生連（☎088－634－2635）へ

健康とくしま“ウォーキング・ラリー”
～№29阿南の町歩きを楽しんで
メタボ・ロコモ予防にノルディック・
ウォークでチャレンジ2016～

日時　２月21日㈰　9:35 ～（受付 9:15 ～）
集合場所　牛岐城趾公園
コース　富岡西公園など市内
参加費　500円　※ポール貸出200円
申込方法　電話またはファクシミリでお申
し込みください。ファクシミリの場合は、住
所、氏名、年齢、電話番号を記入して送信
してください。
申込締切日　2月16日㈫
問 とくしまノルディック・ウォーク協会
　 （☎088－669－6223・
 　FAX088－642－5003）へ 胃がん・肺がん検診

※予約をしている方を優先して受付します
が、申込みなしに当日受診することもで
きます。検診日２週間前までに総合健診
センター（☎088－678－7128）へお
申し込みください。
実施日 受付時間 場　所 検診内容

２
月
23
日
㈫

8:30～10:30 ひまわり会館 胃がん・
肺がん

13:00～14:00 宝田公民館
肺がん

15:00～16:00 大野公民館

問 保健センター（☎22－1590）へ

高齢者の肺炎球菌予防接種の
接種期限が近づいています
平成26年10月から定期接種になった高齢
者の肺炎球菌予防接種ですが、今年度対象
の方（対象の方へは平成27年４月に予診
票を送付済）は、平成28年３月31日まで
が助成制度を受けられる期限です。予診票
と接種費用（4000円）を持参のうえ、必
ず予約を取ってから医療機関を受診してく
ださい。

 献血にご協力ください（２月）

実施日 採血場所 所在地 採血時間

２日㈫

㈱シャイネックス 大潟町 9:40～10:50

杜のホスピタル 見能林町 12:50～13:50
阿南工業高等
専 門 学 校 見能林町 14:30～16:30

24日㈬

阿 南 医 師 会
中 央 病 院 宝田町 12:40～14:10

国土交通省四
国地方整備局
那 賀 川 河 川
事 務 所

領家町 15:00～16:30

※ 400ml 献血のみの実施です。
※一般の方のご協力もよろしくお願いします。
問 徳島県赤十字血液センター
　（☎088－631－3200）へ

達者でおろな健康教室

対象　おおむね65歳以上の方
内容　血圧測定、検尿、阿波踊り体操、

講習「かんたん体操で腰痛・膝痛の
悪化を防ぐ」

　　　講師：理学療法士
持参物　健康手帳（無い方は交付します）

問 保健センター（☎22－1590）へ

２月の日程

日　程 時　　間 場　　　所

  2日㈫
10:00〜11:30 新 野 公 民 館

13:30〜15:00 宝 田 公 民 館

  3日㈬ 10:00〜11:30 中野島公民館（上中分館）

  5日㈮ 10:00〜11:30 ひ ま わ り 会 館

  8日㈪
10:00〜11:30 福井町総合センター

13:30〜15:00 長 生 公 民 館

  9日㈫ 10:00〜11:30 中 林 ふれあい会館

10日㈬
10:00〜11:30 那賀川社会福祉会館

13:30〜15:00 加茂谷総合センター

22日㈪
10:00〜11:30 大 野 老人 憩いの家

13:30〜15:00 橘 町 総合センター

23日㈫
10:00〜11:30 椿 公 民 館

13:30〜15:00 椿 泊 老人憩いの家

26日㈮
10:00〜11:30 桑野コミュニティーセンター

13:30〜15:00 羽 ノ 浦 公 民 館

かもだ岬温泉保養センター

問 かもだ岬温泉保養センター
（☎21－3030）へ

【２月の休館日】
１日㈪、８日㈪、15日㈪、22日㈪
29日㈪
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２月 地域子育て支援センター

お子さんの健やかな成長を願い、無料で
施設を開放して育児支援を行っています。

  4日㈭　助産師による育児相談
10日㈬　園庭開放
18日㈭　おはなしのポケット
    　　　身体計測
25日㈭　お誕生会・おひなさまを作ろう

にこにこひろば� ☎42−0720

今津こどもセンター� 平日  8:30〜12:00
� 14:00〜15:30

  2日㈫　豆まきあそび
  9日㈫　みんなであそぼう
    　　　（バルーンあそび）
16日㈫　おはなしだいすき
18日㈭　子育て講座
23日㈫　お誕生会

ふれあいひろば� ☎28−1725

橘こどもセンター　� 平日  9:00〜14:00

  2日㈫　節分
  9日㈫　おはなしのポケット
16日㈫　３Ｂ体操
23日㈫　お誕生会

なかよしひろば� ☎21−2002

平島こどもセンター� 平日  9:00〜14:00

  2日㈫　豆まき
  9日㈫　保健師による身体計測・発育相談
    　　　10:00～11:00　
    　　　※母子手帳を持参してください。
16日㈫　おはなしを聞こう
　　　　「防災のおはなし」
23日㈫　お誕生会
26日㈮　おひなさま飾りを作ろう
◇うたって遊ぼう　
　5日㈮、12日㈮、19日㈮

みんなのひろば� ☎44−5059

羽ノ浦さくら保育所子育て支援センター
平日 9:00〜14:00（お弁当タイム11:45〜）

初めて赤ちゃんを育てているお母さん集ま
れ～♪
日時　２月18日㈭、25日㈭、３月３日㈭、

10日㈭（４回連続講座）
　　　各回とも13:00～15:00
場所　阿南保健所　大会議室
対象　講座初回時に生後２カ月～５カ月の

子ども（第１子）とお母さん
参加費　無料　
定員　20組（先着）
申込方法　2月15日㈪までに電話またはフ
ァクシミリでお申し込みください。
問 こども課
　 （☎22－1593・FAX23－4200）へ

親子の絆づくりプログラム
“赤ちゃんがきた！”（BPプログラム）

●おはなしひろば
ゆったりと家庭的な雰囲気の中お過ごしいた
だけます。ぜひ親子で気軽にお越しください。
日時　２月20日㈯　14:00～15:00
場所　岩城クリニック３階　保育室
内容　絵本の読み聞かせのほか、手作りお

やつの提供もあります。
問 岩城クリニック病児病後児保育専用
　 坂東（☎080－1998－7476）へ

病児病後児保育だより

子育て相談や子どもと保護者間の交流の場
です。ぜひお越しください。
時間　9:30～11:30
日程　10日㈬　桑野公民館
　　　17日㈬　加茂谷公民館
　　　24日㈬　福井公民館
※ひまわり会館すこやかルームは
２日㈫、５日㈮、12日㈮、16日㈫、26日㈮
問 こども課（☎22－1593）へ

つどいの広場・すくすく in 阿南
（※＝要予約）
  3日㈬　おにのお面作り
  4日㈭　英語で遊ぼう
  5日㈮　高齢者とのふれあい会※
  8日㈪　発育計測
  9日㈫　ミュージックケアー乳児※
15日㈪　発育計測
17日㈬　お誕生会
22日㈪　ミュージックケアー乳児※
24日㈬　ファミサポの「にじいろ阿南」
25日㈭　お店屋さんごっこ　
26日㈮　おはなしコロリン
※行事によっては有料・申込み制となりま
すので、くわしくはお問い合わせください。

問 那賀川子育て家庭支援センター
 　（☎0885－38－1163）へ

おひさまひろば� 平日 9:00 〜 16:00

●たまごのおひなさま作り研修会
卵の殻でかわいいおひなさまをつくりませ
んか。お子さま連れでも参加できます。お
好きな時間にお越しください。（所要時間
は30分程度）
日時　２月16日㈫　10:00～12:00

13:00～15:00
場所　阿南社会福祉会館2階
参加費　無料
※申込み不要
●にじいろあなん
日時　２月24日㈬　11:00～12:00
場所　那賀川子育て家庭支援センター
　　　おひさまひろば
内容　「おおきなかぶ」の劇
※ファミサポ登録出張会も開催します。
問 阿南ファミリー・サポート・センター
　 （☎24－5550）へ

阿南ファミリー・サポート・センター

Ａ　この前、お正月と思っていたらもう２
月が…。早いもんやなぁ。１月は行く、
２月は逃げる、３月は去るっていうで
えなぁ。

Ｃ　ちょっと聞いてくれる？お正月の腹立
ったこと。うちのネコのこずえちゃん
が、せっかく作ったおせち料理を目を
離した隙にガブって。ついでに机から
落としてめちゃめちゃ。頭にきて怒っ
たらそれから私に近づかんのよ。

Ｂ　あーあ、もったいない、大変だったな
ぁ。怒るといえば、うちの子も、お年
玉を無駄遣いしてお父さんからおじい
ちゃんから怒られてなぁ。

Ａ　あのね、私らは、よう子どものこと怒
ることがあるけど「怒る」と「叱る」
の違いを教えてもらったことがあるん
やけどな。

Ｂ　聞いたような気がするけど、どう違う
ん？言い方の違いだけで差があるん？

Ａ　その人が教えてくれたんは「怒る」は
感情的で、誰のためかっていうと自分
のために、どちらを向いているかって
いうと過去やって。それに対して「叱
る」は理性的で、相手のことを思って、
よりよい未来を向いているって。

Ｃ　なるほどねぇ。自分の腹立たしさを発
散するためにじゃなくて、子どもの将
来を見据えて諭すってことかなぁ。

Ｂ　今年の目標にしてみよか。
ＡＣ　いいかも。

学校教育課

子 育 て 一 言 メ モ

－「怒
おこ

る」と「叱
しか

る」－

て ひ ろば育子
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●シリーズ

豆 知 識

災
害
医
療
救
護
体
制

⒁

【
災
害
時
の
医
療
救
護
】

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
等
の
大
規
模
な
地
震

災
害
が
発
生
し
た
と
き
は
、
阿
南
市
地
域

防
災
計
画
お
よ
び
災
害
時
医
療
救
護
所
活

動
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、
小
・
中
学
校

等
の
公
共
施
設
に
医
療
救
護
所
が
開
設
さ

れ
ま
す
。
医
療
救
護
所
に
は
、
阿
南
市
医

師
会
の
協
力
に
よ
り
医
師
、
看
護
師
、
連

絡
要
員
な
ど
が
医
療
救
護
班
を
編
成
し
て

傷
病
者
の
治
療
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
手
術
が
必
要
な
人
や
入
院
治
療

が
必
要
な
中
等
症
者
・
重
症
者
は
、
災
害

拠
点
病
院
（
阿
南
医
師
会
中
央
病
院
）
や

災
害
医
療
支
援
病
院
（
阿
南
共
栄
病
院
・

上
那
賀
病
院
等
）
へ
運
ば
れ
、
手
術
や

治
療
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な

お
、
必
要
に
応
じ
、
災
害
派
遣
医
療
チ
ー

ム
（
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
）
等
の
医
療
従
事
者
派
遣

を
要
請
し
ま
す
。

【
医
療
救
護
所
の
開
設
】

　

市
内
10
カ
所
の
小
・
中
学
校
等
の
公
共

施
設
を
医
療
救
護
所
と
し
て
指
定
を
し
て

い
ま
す
が
、
被
災
の
規
模
や
施
設
の
状
況

に
よ
り
開
設
さ
れ
る
た
め
、
す
べ
て
の
医

療
救
護
所
が
開
設
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
開
設
に
あ
た
っ
て
は
、
市
が
施
設

管
理
者
と
協
議
を
し
て
医
療
救
護
所
を
立
ち

上
げ
、
医
師
会
の
医
療
救
護
班
を
医
療
救
護

所
に
派
遣
し
ま
す
。

　

救
護
所
に
は
、
携
帯
型
救
急
セ
ッ
ト
や
非

常
用
発
電
機
を
配
備
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

災
害
時
用
医
薬
品
等
も
、
阿
南
医
師
会
中
央

病
院
等
に
備
蓄
し
て
い
ま
す
。

　

災
害
発
生
後
、
医
療
救
護
所
を
開
設
し
た

時
に
は
、
防
災
行
政
無
線
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
・
ケ
ー
ブ
ル
Ｔ
Ｖ
テ
ロ
ッ
プ
・
メ
ー
ル
配

信
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
医
療
救
護
所
で
の
活
動
】

○
傷
病
者
の
重
症
度
を
判
別
し
、
治
療
の
優

先
度
を
決
め
ま
す
（
ト
リ
ア
ー
ジ
タ
グ
と

呼
ば
れ
る
カ
ー
ド
を
症
状
別
に
色
分
け
し

て
程
度
判
定
す
る
）。

○
後
方
医
療
救
護
機
関
（
災
害
拠
点
病
院
・

災
害
医
療
支
援
病
院
等
）
へ
の
転
送
の
要

否
お
よ
び
転
送
順
位
の
決
定

○
重
症
者
の
応
急
処
置
お
よ
び
中
等
症
者
に

対
す
る
処
置

○
転
送
困
難
な
傷
病
者
お
よ
び
避
難
所
等
に

お
け
る
軽
症
者
に
対
す
る
医
療

○
死
亡
の
確
認
お
よ
び
遺
体
の
検
案
へ
の
協

問 

防
災
対
策
課
（
☎
22

−

９
１
９
１
）

　

 

保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
22

−

１
５
９
０
）
へ

　

今
回
は
大
規
模
災
害
時
の
医
療
救
護
活
動
に
お
け

る
医
療
救
護
所
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

力
○
傷
病
記
録
お
よ
び
市
災
害
対
策
本

部
へ
の
状
況
報
告

○
そ
の
他
医
療
救
護
に
関
す
る
こ
と

【
災
害
医
療
訓
練
】

　

徳
島
県
地
域
防
災
計
画
お
よ
び
阿

南
市
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
い
て
、

医
療
機
関
お
よ
び
防
災
関
係
機
関
が

一
体
と
な
っ
た
災
害
医
療
訓
練
を
実

施
し
ま
す
。

日
時　

２
月
７
日
㈰　

午
前
９
時
～

正
午

場
所　

阿
南
医
師
会
中
央
病
院

内
容　

医
療
救
護
所
運
営
・
ト
リ

ア
ー
ジ
訓
練
等

【災害拠点病院、災害医療支援病院等】（南部Ⅰ圏域）

機　　　関　　　名 備　　　考
徳島赤十字病院（エリア統括）・阿南医師会中央病院 災害拠点病院
阿南共栄病院・上那賀病院 災害医療支援病院

【阿南市医療救護所指定箇所】
（人口・世帯数・医療機関の状況により10地区に分け、小・中・支援学校に設置予定）

地　区　名 医療救護所 地盤高（T.P.+m)
基準水位（T.P.+m) 地　区　名 医療救護所 地盤高（T.P.+m)

基準水位（T.P.+m)
富 岡 地 区 富 岡 小 学 校 2.1（3.8） 桑 野・ 橘 地 区 阿南第二中学校 27.6（ − ）
宝 田 地 区 宝 田 小 学 校 5.8（ − ） 新 野 地 区 新 野 小 学 校 34.6（ − ）
中野島・長生地区 阿南第一中学校 6.4（ − ） 福 井・ 椿 地 区 福 井 小 学 校 14.8（ − ）
大野・加茂谷地区 阿 南 支 援 学 校 53.8（ − ） 那 賀 川 地 区 那 賀 川 中 学 校 2.0（4.2）
見 能 林 地 区 見 能 林 小 学 校 1.6（5.0） 羽 ノ 浦 地 区 羽 ノ 浦 小 学 校 5.0（ − ）

※使用施設は、医療救護に役立つ保健室他多目的スペースを用いる。

【トリアージカテゴリー】
分　　類 識別色 傷　病　状　態

最優先治療群
（Ⅰ） 赤 生命を救うため、直ちに処置を必要

とする者

待機治療群
（Ⅱ） 黄 多少の治療時間が遅れても、生命に

危険がない者

軽処置群
（Ⅲ） 緑 上記以外の軽易な傷病で、ほとんど

専門医の治療を必要としない者

救命困難群
（０） 黒 既に死亡している者または心肺蘇生

を施しても蘇生の可能性の低い者
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日 医療機関名 所在地 問い合わせは
7日 松 﨑 内 科 医 院 中大野町 ☎23−5778

11日 瀧 内 科 外 科 医 院 才 見 町 ☎24−9133
14日 阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎22−1313
21日 か じ か わ 整 形 外 科 日開野町 ☎24−5750
28日 益 崎 胃 腸 科 内 科 医 院 那賀川町 ☎42−0022

※市内の休日医療機関は、変更される場合がありますので、
阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●夜間（毎日）の当番　17：00〜22：00
市内の医療機関または阿南医師会中央病院内
※阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●小児救急医療体制
24時間365日徳島赤十字病院が小児救急患者を受け入れてい
ます。（事前の電話連絡は不要です。）

２月の休日・夜間診療
軽症でも急いで治療の必要がある場合、次の医療機関で受診できます。
●休日昼間　9：00〜17：00

スポーツ施設２月の休館日
スポーツ総合センター（温水プール） 1・8・15・22・29 日
那賀川スポーツセンター 3・10・17・24 日
羽ノ浦総合国民体育館 1・8・15・22・29 日
羽ノ浦健康スポーツランド 1・8・15・22・29 日
県南部健康運動公園 2・9・16・23 日

２月の平日延長窓口

●住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍謄抄本、身分証明書の交付
（※時間延長時は、住民異動・印鑑登録等は行っていません。）

市民生活課（☎22−1116）へ
●納税相談　第１仮庁舎２階　納税課（☎22−1792）へ

３日㈬、17日㈬　17：15〜18：15　第１仮庁舎１階

表紙の写真は、１月10日に市民会館で行われた成人式での新成人実行委員の皆さん。阿南市の成人式は、新成人自らの手で式典を執り
行っています。今年も素晴らしい成人式になりました。新成人には、それぞれの夢を自分たちの手でつかみ取ってほしいですね。（谷内）
昨年、市内４カ所で開催された被爆ピアノコンサート。参加した誰もが平和の大切さを感じとることができました。トラックにピアノを
載せ、たった１人で全国を回っている矢川さんの、「活動を通して〝平和の種まき〟がしたいんです」という言葉がとても印象的でした。

（相田）

編集室の

窓

日 開催日　　　時 時間　　　所 場所　
予 予約受付　　問 問い合わせ先

２月の相談

法律相談（要予約）	 ４日㈭、18日㈭
時 13:30～16:30　所 第１仮庁舎１階
予 １カ月前から　問 市民生活課　☎22−1116
※内容により、お受けできない場合があります。

行政相談	 ９日㈫、23日㈫
時 9:30～11:30　所 第１仮庁舎１階
問 市民生活課　☎22−1116

司法書士による法律相談	 26日㈮
時 14:00～16:00　所 ひまわり会館１階
問 市民生活課　☎22−1116

消費生活相談	 平日開館
時 9:30～16:30　所 社会福祉会館３階（阿南駅南隣）
問 消費生活センター　☎24−3251

特設人権相談	 10日㈬
時 13:30～16:00　所 新野公民館、羽ノ浦公民館
問 人権・男女参画課　☎22−3094

人権相談	 19日㈮
時 13:30～16:00　所 ひまわり会館１階
問 人権・男女参画課　☎22−3094

子育て家庭教育電話相談（来所相談も可）
日 月曜日～金曜日（祝日除く）時 9：00～12：00
問 家庭教育支援チーム「育みクラブ」　☎42−3885

心配ごと相談	１日㈪、８日㈪、15日㈪、22日㈪、29日㈪
時 10:00～15:00　所 市民会館内社会福祉協議会
問 社会福祉協議会　☎23−7288

女性のための生き方なんでも相談	（要予約）
日 ２・９・16・23日　時 13:00～17:00
日 12・26日　時 13:00～16:00
所 市民会館２階　相談室　予 随時
問 男女共同参画室分室　☎22－0361

年金相談（要予約）	今月の相談日はありません。
時 9:30～15:30　所 市商工業振興センター
予 1カ月前から電話による完全予約制
問 徳島南年金事務所　☎088-652-1511
※３月の相談日は３日です。

２月の市税

市税の納め忘れはありませんか？今一度確認をお願いします。

問い合わせは　納税課（☎22−1792）へ

日曜相談窓口  28日㈰  8:30〜17:00（市役所第１仮庁舎２階納税課）

市税の納付および分納等の納税（納付）相談を受け付けています。
なお、課税の内容についての相談は受け付けておりません。

人口と世帯数

人口　	75,657	 人	（＋  4）

（男）	36,595	 人	（＋15）

（女）	39,062	 人	（−11）

世帯数　30,573世帯�（＋66）

※平成27年12月末日現在
　 カッコ内は前月対比

公共下水道受益者負担金

納期限

問い合わせは
下水道課（☎22−1796）へ

分割納付の第３期
２月29日㈪

27　広報あなん 2016.02



　

阿
南
市
に
は
世
界
に
誇
れ
る
豊
か
な
自
然
環

境
が
あ
る
。
希
少
な
生
物
が
多
く
生
息
し
て
い

て
、
自
然
か
ら
の
豊
か
な
恵
み
を
受
け
て
い
る

場
所
と
し
て
、
平
成
27
年
２
月
に
、
市
内
６
カ

所
が「
阿
南
市
生
物
多
様
性
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
」

に
選
定
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
「
出
島
野
鳥
園
と

そ
の
周
辺
」
は
、
希
少
な
野
鳥
が
飛
来
す
る
湿

地
で
あ
る
こ
と
か
ら
選
ば
れ
た
。
ま
た
、
こ
こ

に
広
が
る
塩
性
湿
地
は
、
湿
性
植
物
や
昆
虫
の

生
息
地
と
し
て
県
内
で
も
貴
重
な
場
所
だ
。

　

開
園
か
ら
20
年
を
経
過
し
た
出
島
野
鳥
園
。

９
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
す
敷
地
に
は
、
野
鳥
が
生

息
す
る
の
に
適
し
た
湿
地
の
ほ
か
、
学
習
舎
、

観
察
小
屋
な
ど
生
物
を
観
察
す
る
の
に
充
実
し

た
設
備
が
備
わ
っ
て
い
る
。
園
に
は
、
オ
オ
タ

カ
や
サ
ン
カ
ノ
ゴ
イ
、
ア
カ
ガ
シ
ラ
サ
ギ
な
ど

県
内
で
は
最
も
多
い
約
１
８
５
種
の
野
鳥
が
観

察
さ
れ
て
い
て
、
さ
な
が
ら
野
鳥
の
楽
園
だ
。

そ
し
て
、
こ
の
園
を
代
表
す
る
鳥
が
、
チ
ュ
ウ

ヒ
と
ハ
イ
イ
ロ
チ
ュ
ウ
ヒ
で
、
両
翼
を
広
げ
て

低
空
で
飛
翔
す
る
さ
ま
は
野
鳥
園
の
王
様
の
よ

う
だ
。
開
園
当
初
か
ら
チ
ュ
ウ
ヒ
が
来
て
く
れ

る
か
ど
う
か
が
野
鳥
園
の
成
否
の
指
標
で
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
た
。
猛
禽
類
が
い
る
と
い
う
こ

と
は
、
そ
れ
だ
け
生
態
系
の
裾す

そ

野の

が
広
い
と
い

う
こ
と
。
居
心
地
が
良
い
の
か
、
両
種
と
も
毎

年
越
冬
し
て
い
る
。

　

そ
ん
な
野
鳥
園
を
支
え
て
い
る
の
が
、
15
人

の
愛
鳥
家
か
ら
な
る
出
島
野
鳥
園
サ
ポ
ー
ト
隊

だ
。
園
内
管
理
面
で
野
鳥
の
生
息
環
境
を
よ
り

良
く
す
る
た
め
、
園
を
管
理
す
る
県
や
指
定
管

理
者
の
コ
ー
ト
ベ
ー
ル
徳
島
に
対
し
、
愛
鳥
家

な
ら
で
は
の
助
言
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
毎
週

日
曜
日
に
は
園
内
に
あ
る
学
習
舎
で
来
園
し
た

人
に
野
鳥
の
解
説
を
し
た
り
、
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
を
催
し
て
い
る
。
野
鳥
の
住
み
よ
い
環

境
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
環
境
整
備
に
余
念
が

な
い
。
隊
長
の
宮
本　

勇
さ
ん
（
62
歳
・
那
賀

川
町
）
は
、「
私
た
ち
の
身
近
に
価
値
あ
る
自

然
環
境
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
、
気
付
い
て
ほ

し
い
で
す
ね
。
そ
し
て
、
阿
南
の
宝
と
し
て
、

み
ん
な
で
守
っ
て
ほ
し
い
で
す
」
と
話
す
。
一

度
、
野
鳥
園
を
訪
れ
て
鳥
た
ち
の
よ
う
す
を
の

ぞ
い
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。
生
き
物
が

持
つ
豊
か
な
個
性
と
つ
な
が
り
が
感
じ
ら
れ
る

に
違
い
な
い
。
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ぶらりまち紀行阿南
ふるさと「阿南市」のすばらしい魅力を再発見！

〜地域の輝き〜
第115回

出島野鳥園サポート隊

野鳥園の全景

ノスリ チュウヒ

コゲラ カワセミ

ヒクイナ オオタカ

オシドリ サンカノゴイ

アカガシラサギ ヨシガモ

（写真提供：宮本　勇さん）

野鳥生息に適した湿地環境

野鳥解説のようす

学習舎


